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東北大学
未来科学技術共同研究センター
巻頭日
未来科学技術共同研究センター長 四ツ柳隆夫
未来科学技術共同研究センターは、企業等外部との共同研究を推進する拠点として、平成10年4月設立、
11年4月拡充整備され、産学連携との係わり、外部との折衝などセンターの運営等の関連から、工学研究
科長である私が、併任でセンター長に就任し、 2年が経過致しました。
このセンターは、既設の学際科学研究センターが学問の創造を、ベンチャー・ビジ不ス・ラボラトリーが
起業家教育を目指すものとは明確に異なり、新産業創出を目的、すなわちキャンパスインキュベーションと
して、設立されました。また、当時国立大学に設置されていた多くの産学・地域共同研究センターとも異な
り、専任教授・助教授・助手からなる産業界からの技術相談、産官学連携事項を扱う、充実したリエゾンオ
フィスを設置し、産の真のニーズと学の研究能力を繋ぐリエゾン機能を効率よく発揮させ、運営してまいり
ました。
また、センターには、リエゾン部門の他、未来新素材創製、未来デバイス創製、未来情報社会創製、未来
エネルギー創製、未来都市創製、未来材料システム創製、未来環境創製、未来生命社会創製、未来バイオ創
製の9研究開発分野にそれぞれ専任教授が配置され、専任教授は共同研究プロジェクトリーダーとして、開
発を進めています。この研究開発期間は5年プラスマイナス2年と期間限定しており、目的達成のため専任
教授の教育・管理運営の負担が出来るだけ軽減されるよう出身部局の全面的な協力と、終了後には出身部局
に戻ることが了承されています。
この他、全学の多くの部局からの協力を得ている兼務教官は現在218名を数えており、リエゾン活動、年
間150件を越す技術相談への対応等に威力を発揮しています。
平成10年11月には、大学等技術移転促進法（TLO法）に基づき、大学の学術成果を知的財産権化し、民
間等へ技術移転するTLO（技術移転機関）（械東北テクノアーチを新潟を含む東北地域の国立大学、高専の
教官の出資により設立し、リエゾンとの密接な連携のもとに活動を行っております。本TLOは設立直後の
平成10年12月文部省、通商産業省の承認を受けました。
この様に、学内、学外を問わず様々な方々に支えられて運営してきた当センターではありますが、この
度、設立から2年間を経過したこと、また、本年2月建物が竣工する等、体制も整いつつあり、今後、当セ
ンターが担うべき役割が大きくなることは想像に難くないところです。
今後の運営に際し、解決すべき難題は山積みではありますが、新産業創造という究極の目標に向けて積
極的に活動していく所存ですので、学内外の皆様のますますのご支援をお願い致します。
平成 12年3月
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未来科学技術共同研究センタ一概要
1 未来科学技術共同研究センターの概要
1. 1 センター設置の目的
本センターは、東北大学の共同教育研究施設として、社会の要請に応える新しい技術・製品の実用化並びに新
しい産業の創出を社会へ提案することを目指し、産業界等との共同研究の推進を図り、先端的かっ独創的な開発
研究を行うことを目的としている。
1. 2 センターの機能と職員
(1）リエゾンオフィスLOD(LiaisonOffice for Development) 
0役割
LOO（研究開発企画部）はこのセンターの情報中枢であり、また産学連携を強力に進めるため次の役割を
果たしている。
①開発研究プロジェクトのコーデイネーション
②開発研究資金獲得の支援
③国内外の研究者・技術者の招勝（客員）と交流
④開発研究成果の移転支援
⑤データベース化とインターネットを利用した広報
軍特許出願・流通組織との連携
⑦地域共同研究センターとの交流
⑨東北インテリジ、エント・コスモス構想等の東北国産業界の支援
⑨技術相談、セミナ一等の開催
⑩技術移転機関の創設と支援
0職員（平成12年4月1日現在）
教授 井口泰孝 （副センター長）
助教授 長平彰夫
助手 長谷川史彦（平成12年4月から）
助手 鎌田史絵
専門職員 千葉功
専門職員 佐藤光雄
文部技官 前田桂史
（工学部平成 12年4月から）
（工学部）
技術補佐員 白鳥多嘉夫 （研究支援職員）
事務補佐員 千葉恵美子
(2）インダストリー・クリエーション・セクシヨン ICS(IndustryCreation Section) 
0役割
ICS（開発研究部）は開発研究分野の第一人者である教授を教育・管理運営義務から解放し、開発研究に専
念させ期間限定（ 5 ± 2年）のプロジェクト研究を推進することにより、次の役割を果たしている。
①先導的・独創的開発研究の推進
②産学共同研究の場とシステム提供・相互啓発による技術課題の解決
③リスクテーキング型開発研究の推進
④学のシーズへのフィードパックによる萌芽的研究の推進
⑤学自らの新技術を産へ供給
⑥産学及び海外との頭脳交流の活発化
⑦明確な研究分野のエンジニアリングホスピタル
＠研究者の育成
0職員（平成12年3月31日現在）
未来新素材創製 教授井上明久
開発研究プロジェクト：鉄族系高機能バルク金属ガラスの倉lj製と工業
未来デバイス創製 教授山下 努
開発研究プロジェクト：超伝導単結晶による省電力高速デバイス
未来情報社会創製 教授大見忠弘
開発研究プロジェクト：知的機能を備えた電子システムの創出
未来エネルギー創製 教授江刺正喜
開発研究プロジェクト：省エネルギー・省資源のための小形・集積化技術
／未来科学技術共同研究センタ一概要
未来都市創製 教授山田大彦
開発研究プロジェクト：災害・環境の予測と制御
未来材料システム創製教授石田清仁
開発研究プロジェクト：金属ダイナミックス
未来環境創製 教授内田 勇
開発研究プロジェクト：未来環境創製のための電気化学エネルギ一変換・貯蔵プロセスの研究
未来社会創製 教授半田康延
開発研究プロジェクト：電子的生体機能回復・再建システムの創製
未来バイオ創製 教授寺崎哲也
開発研究プロジェクト：細胞膜輸送機能に基いた創薬・創剤技術
－ー．．．．．．．．．．，センター畏・・・・・・・・・・・
協議会
運営の助言
LOO 
（開発企画部）
井口事孝教授
畏平彰夫助教授． ． ． 
東連北絡協地域議情会報
'TLO 
（技術移転機関）
運営委員会 評価委員会
管理運営の旗開の審議 活動状況の評価
センター畏
センター畏 四ツ柳隆夫教授
副センター畏井口泰孝教授
副センター畏西津昭夫教授
運営専門委員会
管理運営事項の審議
プロジェクト選定委員会
開発標題の選定・提案
教授会議
日常的運営の審議
!CS 
（開発研究部）
下 回目白田
要努 忠弘正喜 大彦仁溝勇 康延哲也
護護護養護養護護護
図1 センターの組織（平成12年3月31日現在）
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1. 3 運営委員会
当センターの、管理運営の重要事項について審議するセンターの最高委員会であるο
東北大学未来科学技術共同研究センター運営委員会委員名簿（平成12年3月31日現在）
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所属・職名
委員長（センター長）
経済学部長
理学部長
医学部長
歯学部長
薬学部長
工学部長
農学部長
国際文化研究科長
情報科学研究科長
金属材料研究所長
素材工学研究所長
加齢医学研究所長
科学計測研究所長
流体科学研究所長
電気通信研究所長
反応化学研究所長
遺伝生態研究センター長
東北アジア研究センター長
未来科学技術共同研究センター教授
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1. 4 協議会
当センターに運営の助言を行う組織である。
東北大学未来科学技術共同研究センター協議会委員名簿（平成12年3月31日現在）
l'!~ 
???????????????????
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? ?
??? ??
???
?? （
氏名
部四阿
所属・職名
東北大学大学院情報科学研究科教授
／インテリジェントコスモス学術振興財団調整理事
会津大学副学長／NTTアドバンステクノロジ側顧問
衆議院議員
岩手大学教授
日本電気制顧問
山形大学教授／地域共同研究センター長
大成建設側専務取締役
東北電子産業側取締役社長
コンポン研究所所長／豊田工業大学副学長
産業評論家／元三菱油化側常務取締役
ソニー（械執行常務取締役
技術ジャーナリスト／日経BP社編集委員
東北大学文学部教授
JRC M理事長／前新日本製鎖倒副社長
（掬トーキン会長／みやぎ工業会会長
側三i華経営センター代表取締役公認会計士
制東北テクノアーチ代表取締役／前石巻専修大学理工学部長
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1. 5 運営専門委員会
当センターの、管理運営事項の審議を行う組織である。
東北大学未来科学技術共同研究センター運営専門委員会委員名簿（平成 12年3月31日現在）
?????????????
??????????
氏名
i宰昭
木和
橋
浦
野
賀
村
口
田
E泰
村
亦
平
???????? ??
所属・職名
経済学部教授
理学部教授
医学部教授
工学部教授
情報科学研究科教授
金属材料研究所教授
電気通信研究所教授
未来科学技術共同研究センター教授
ィシ
薬 学部教授
工学部教授
農学部教授
未来科学技術共同研究センタ一助教授
表3
客員教授
当センターでは、学外の優秀な人材を客員教授として採用し、研究開発を担当していただくほか、リエゾン活
動等にもご助力いただいた。
1. 6 
未来科学技術共同研究センター客員教授名簿（平成10年度）
研究内容
表4
任用期間
桑野博喜
（くわのひろき）
省資源のための小形集平成 10年10月1日
平成 11年3月31日
分野
未来エネルギー創製省エネルギー、
積化
氏名
平成 10年 12月l日
平成 11年3月31日
超高速テ守パイス創製に関する研究と教育未来デノfイス創製
へん）
亨
ベしミ
呉培
（うー
平成 10年12月1日
平成 11年3月31日
燃料電池の研究開発未来環境創製TOMCZYK, PIOTL 
（トムチェク，ピョー トル）
平成 11年l月1日
平成 11年3月31日
ハイフサット構造への適用技術の開発及
びリエゾン部門担当
未来都市創製因遺恵三
（たなべけいぞう）
未来科学技術共同研究センター客員教授名簿（平成 11年度）表5
任周期間
平成 11年4月1日
平成 11年9月30日
研究内容
ハイフVット構造への適用技術の開発及
びリエゾン部門担当
分野
未来都市創製
氏名
団連恵三
（たなべけいぞう）
未来エネルギー創製省エネルギー、省資源のための小形集平成 11年4月1日
積化 ～ 
平成 11年9月30日
桑野博喜
（くわのひろき）
平成 11年4月l日
平成 11年9月30日
画像デノtイス薄膜の研究未来新素材創製峯村哲朗
（みねむら てつろう）
平成11年7月1B 
平成11年12月31日
超伝導による未来デバイス倉lj製の研究Aleksander, Ignace Braginski 未来デバイス創製
（ブラジンスキーアレクサンダーイグナス）
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氏名 分野 研究内容 任用期間
永浦亨
（ながうらとおる）
未来環境創製 リチウム二次電池の要素技術の研究 平成 11年7月1日
平成11年12月31日
赫土明 未来材料システム創製超微細粒合金の組織制御と新素材創 平成11年7月1日
（ハオ， シミング） 製に関する研究開発
平成11年10月31日
震見芳浩 未来情報社会創製 最先端産業の国際競争力強化 平成 11年10月1日
平成 12年3月31日
（つるみよしひろ）
浜野正昭
（はまのまさあき）
松原秀彰
（まつばらひであき）
1. 7 共同研究
未来新素材創製
リエゾン
ナノ結晶鉄基高磁束密度軟磁性材料の平成 11年 10月1日
開発と実用化
平成 12年3月31日
セラミックス及び、金属系材料機能発現の平成 11年 10月1日
機構解明に関する研究
平成 12年3月31日
平成 10～11年度に、当センターで行った共同研究は次のとおりである。
分野
表6 平成10年度共同研究一覧
民問機関等 研究内容
未来エネルギー創製 旭光学工業（械 マイクロズームレンズ、用静電アクチュエーター
未来エネルギー創製 アネルパ（械 容量型真空センサの開発
未来エネルギー創製 アルプス電気（械 マイクロアクチュエータの開発
未来エネルギー創製 （械日立製作所 マイクロ細線加工技術応用センシンクーデバイス
未来エネルギー創製 （掬曙ブレー キ 高圧用圧力センサ
未来エネルギー創製 オリンパス光学工業（械 複合圧電振動子の微細加工の研究
未来エネルギー創製 側フジキン 超小型流量制御システム
未来エネルギー創製 側オムロン マイクロ構造体の3次元加工技術
未来材料システム創製 （附堀場製作所 集積化マスプローコントローラ
未来材料システム創製 日本高周波鋼業側 高合金鋼およびN基合金の成分設計への計算状態図の活用
分野
表7 平成11年度共同研究一覧
民問機関等 研究内容
未来エネルギー創製
未来エネルギー創製
未来エネルギー創製
（械曙ブレーキ
オリンパス光学工業側
アネルパ（栂
高圧用圧力センサ
複合圧電振動子の微細加工の研究
容量型真空センサの開発
5 
／未来科学技術共同研究センタ一概要
分野
未来エネルギー創製
民問機関等
アルプス電気（械
研究内容
Siジャイロスコープの研究
未来エネルギー創製 立山科学工業側 3軸・加速度及ぴ力センサーの研究開発
未来エネルギー創製 ボールセミコンダクター（槻球面半導体技術のマイクロマシニングへの応用に関する研究
未来エネルギー創製 制アドパンテスト研究所 マイクロマシニングによる高周波スイッチ
未来エネルギー創製 富士写真フィルム（掬 画像マーキング技術
未来材料システム創製 日本高周波鋼業（附 高合金およびNi基合金の成分設計への計算状態図の活用
未来材料システム創製 （械小松製作所 粒子分散表面強化鋼の研究
未来材料システム創製 日本刃物（械 コンパイン用カッターの開発
未来材料システム倉lj製 川澄化学工業側 医療機器用材料の開発
未来材料システム創製 住友金属工業（槻 鋼中の硫化物に関する相平衡の解析とその形態制御
未来エネルギー創製 北陸電気工業側 非分散型赤外線式ガスセンサ
未来環境創製 石川島播磨工業（械 MCFC （溶融炭酸塩型燃焼電池）の開発
未来環境創製 三丸化学側 リサイクルに配慮した電池活物質の研究
l. 8 技術相談
当センターでは、インターネットやその他の方法により技術相談を受け付けている。
相談内容については、兼務教官が相談員として技術指導等に応じている。相談件数は年間約 150件である。
l. 9 研修会・講演会等
当センターでは、研修会・講演会等を開催している。平成10～1年開催の主なものは下表のとおりである。
開催日
表8 主なイベント一覧
イベント名称・講演名称等
平成10年6月15日佐々木宜彦東北通産局長特別講演会
「産業技術政策の進展と東北における実践」
備考
主催
7月27日未来科学技術共同研究センタ一関所式、特別講演会、祝賀会 主催
「21世紀の未来産業の秘訣と日本再活」
（講師：ニューヨーク市立大学教授 塞見芳浩）
「新超伝導体12年の歴史と未来」
（講師：未来科学技術共同研究センター教授 山下努）
「シリコンチップに極限の知能を集積する」
（講師：未来科学技術共同研究センター教授 大見忠弘）
31日 東北大学オープンキャンパス「産学交流セミナーj
「21世紀の産業を占う」
（講師：産業評論家徳久芳郎）
10月3日 ’98東北特許流通フェア
～4臼
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／未来科学技術共同研究センタ一概要
開催日 イベント名称・講演名称等
12月8日 大学から企業への技術発信・交流会
平成 1年6月22日東北大学技術講演会
「廃プラスチック対策とペットボトルリサイクルの現状J
（講師：東北大学大学院工学研究科（応用化学）教授 奥脇昭嗣）
「マイクロマシン（微小機械）の現状と将来j
（講師：東北大学未来科学技術共同研究センター教授 江刺正喜）
7月30日 東北大学工学部オープンキャンパス「産学交流セミナー」
「ノ、ィテクベンチャー企業成長の軌跡」
（講師：（梼アルプス技研取締役会長 松井利夫）
8月5日 公開講座「知的財産権（ IPR）の利用と産学の連携j
～6日 「産学連携によるイノベーション」
（講師：通商産業省産業政策局大学等連携推進室長 喜多見淳一）
「知的財産・著作権のライセンス契約入門j
（講師：明治大学法学部教授 山本孝夫）
「産業活性化のための特許活用」（大学に対する期待）
（講師：特許庁総務部総務課大学等支援室長 木原美武）
「大学における知的所有権制度、発明と特許制度」
（講師：（拘束北テクノアーチ 対馬正秋）
8月17日 近代技術史「科学技術と社会の関係について」
～20日 （講師： i横浜国立大学経営学部助教授佐倉統）
24日 第I回”EST-in-NICHeワークショップ”
25日 （テーマ：電池開発における新しい測定手法の役割）
9月1日 アジア経済研究所研修会（青葉記念会館）
9月27日 「液晶ディスプレイ用配線薄膜材料の現状と課題」
（講師：NICHe客員教授（械日立製作所峯村哲朗）
1月6日 セミナー「日本大学TLO(Nubic）の現状と将来」
1 1月16日発明・特許に関する相談会
（担当： JII北武長弁理士）
1月16日高度技術研修集積回路設計技術研修
～19日
12月6日 ニューテクベンチャーフォーラム
～東北産学官技術発信交流会～
12月9日 学生の新規事業創造支援のための f松井奨学金j、f仙台ピ
ジネスグランプリj説明会
12月15日第2回”EST-in-NICHeワークショップ”
～16日 「リチウムイオン電池の開発・電気自動車への展開j
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どま来科学技術共同研究センタ一概要
開催日 イベント名称、・講演名称、等
（講師： NICHe客員教授、帰ハイパル永浦亨）
「米国におけるベンチヤー企業創出」
備考
（講師：（械GPT副社長 ） 
12月20日 セミナー「中国の大学における起業の状況一重慶大学の例を 主催
中心にして J 
（講演：重慶大学教授李祖枢）
12月21日 講演会「ナノコンポジット磁石材料の現状と課題」 主催
（講師： NICHe客員教授・戸田工業（械浜野正昭） 井上明久教授
1月22日 セミナー「アメリカ・カナダにおける大学教官の発明の知的 主催
財産権化と技術移転および大学からのスピンオフ企業の現状j
（講師：Mr.DennisRay 
Director.Global Business Accelerator.University of Texas,IC2,Austin,USA 
足立一男博士
Manager, Industry Liaison Office, University of Alberta, CANADA) 
1月24日 セミナー「ハイテク情報化時代と日本のルネッサンスj
～28日 （講師： NICHe客員教授震見芳浩）
l. 10 センタ一関連新聞報道一覧
日付 タイトル
98/04/04東北大新機関 民間へ技術移転推進 7分野でプロジェクト
98/05/18 TLO設置へ動き加速 第I号目指す東北大
98/05/23東北の企業用地問地域振興整備公団仙台で説明会
98/06/30東北を新規産業創出の拠点にしよう
98/07/13教官特許管理の専門会社東北大10月設立
98/06/09アジアの大学ランク 研究成果でトップ
98/11/06東北大軸に技術移転機関 研究成果民間に還元
98/06/10未来科学技術共同研究センター”青葉バレー”目指し誕生
98/07/18東北大の産学連携施設 園内最大規模に4研究テーマ、設置を要求
98/07 /27 TLO相次ぎ設立民間へ技術を移転大学の資産活用景気けん引役も
98/07/28産学の”見合い”の場に東北大NICHe関所式
98/07/28新素材・バイオなどで研究開発 産業創出の拠点誕生東北大研究センター開所
98/07/30リエゾンオフィスを併設の産学交流拠点
98/07/09なるか経済再生の起爆剤 大学特許ビジネス始動
98/08/21超電導”常温作動”へ道単電子トンネル素子開発
98/08/24東北大学未来科学技術・大見研究室
98/08/21電子1個の動き制御 東北大超電導素子を微細化
98/09/02未来科学技術共同研究センターを設立 産業共同研究の”フロントランナー ” LOD,ICS設置が特色
98/11/06東北大軸に技術移転機関 設立総会研究成果、民間に還元 5国立大の教官ら出資
98/11/06東北大の技術移転会社「東北テクノアーチ」設立
98/11/06中小対象に会員制度技術移転機関が発足
98/11/19産学官連携し新産業創出を
98/11/19全国3番目のTLO 東北テクノアーチ発足東北大軸に技術移転”実学の伝統”に大きな期待
98/11/25大学と企業結ぶ”架け橋”東北の5国立大の教授ら技術移転会社を設立
98/12/05東北テクノアーチの事業実施計画を承認
98/12/05大学の研究を民間に技術移転機関初認定
98/12/07新産業創出の役割担う 増えるインキュベーション施設
98/11/27研究室の発明自ら製品に 東北大・未来技術共同研究センター
98/12/17リエゾンオフィス設置 4月開所の宮城県産業技術総合センタ－
98/12/25「知」の評価確立めざす
98/12/28技術移転のモデルを
98/12/10技術移転でVB育成 専門機関設立全国に広がる
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／未来科学技術共同研究セン1二型重
日付 タイトル
99/01/16河北文化賞きょう贈呈式
99/01/17東北の未来聞く 6氏1団体顕彰
99/01/12高効率・クリーンエネルギー MCFC発電開発へ最終検証
99/01/27大阪へ交流ミッション 技術シーズ売り込み
99/01/27東北大のTLO 最新の特許情報提供
99/01/27東北大学産学連携へ新たな取り組み
99/02/06無鉛はんだ材料研究に威力 データベースを構築
99/02/04はんだのデータベース 東北大、融点など ネットで販売
99/01/29大学と連携強化宮城の産業活性化探る
99/02/01 VBにとって願つでもない環境が東北にはある 産業再生へインキュベーション整備
99/02/19はんだの熱力学DB構築物性を高橋度予測
99/02/22米TLO顧問H・プレマー氏仙台で講演 大学に発明の第一権利を
99/02/28大学研究をピジネスに 技術移転機関道内も設立大詰め
99/03/19ネ7ト化を推進 東北地域リエゾン機関
99/03/16動画像圧縮率従来の4倍に 東北大・大見教授グループが開発
99/03/17東北産学官連携協議会課題解決へ”仲介組織”
99/04/02体内埋め込み型試作品開発
99/04/07リエゾン機関の連携を 東北ネットワーク会議開催役割分担など意見交換
99/05/24国立大が開発の研究成果移転第l号は目立東北テクノアーチ
99/05/24東北大開発のソフト 目立が製品化技術移転制度を活用
99/05/25教官ら出資「東北テクノアーチ」目立に技術移転鋳造システムを商品化へ
99/05/25 TLO金属加工のシミュレーション移転第一号は目立
99/06/01相談できる弁護士を
99/06/01技術移転強化へ格安の会員制度 TLOの東北テクノアーチ 中小にターゲット
99/06/02「東北テクノアーチJの事業化第1号鋳型設計のソフト発売
99/04/29産学連携で新産業育成 特許申請や企業化支援も
99/07/26専任助教授に迎え入れ北東公庫参事役の長平氏
99/06/21知能ロボの介護利用 来月めどニーズ調査
99/07/19知能型介護ロボ開発へ東北の産学官が結集
99/07/27外音防、ら専任助教授 北東公庫の長平参事役
99/07 /11産業競争力は回復するか トップの決断力がカギ
99/10/01動画圧縮に新技術 ネット画像が高速鮮明化
99/10/01動画圧縮率5倍に 専用LSIなど開発
99/08/24並列型コンピューター 東北大と開発へ
99/08/24ベンチャー育成基金検討株式公開企業倍増めざす
99/09/10東北から新産業の芽を 「ケアロボット」開発へ
99/10/15特許出願、 1年間で20件
99/12/03シリコンインダストリーの未来図
的／12/07技術者を実業家に育成
99/11/11知能型福祉介護機器開発協議会
99/12/17介護の現場に人工知能を「パートナーロボット協議会J設立
99/12/14介護にロボット活用を 実用化目指し協議会
99/12/11産学連携と先端技術研究
00/03/06産学連携の未来占う ニッチェの活動に注目
00/03/22悪ガキの誕生願う
9 -
掲載紙
河北新報
河北新報
河北新報
日本経済新聞
日本経済新聞
日刊工業新聞
河北新報
日経産業新聞
河北新報
日刊工業新聞
日刊工業新聞
日経産業新聞
北海道新聞
日刊工業新開
河北新報
河北新報
河北新報
日刊工業新聞
河北新報
日本経済新聞
朝日新聞
産経新聞
日本経済新聞
日刊工業新聞
読売新聞
日本経済新聞
日刊工業新聞
日刊工業新聞
日刊工業新聞
日本経済新聞
日本経済新聞
日刊工業新聞
日経産業新聞
日本経済新聞
日本経済新聞
日刊工業新聞
日本経済新聞
日経産業新聞
日本経済新聞
日刊工業新聞
毎日新聞
河北新報
毎日新開
日刊工業新聞
日刊工業新聞
未来科学技術共同研究センタ－研究報告
研究報告／来来新素材創製分野
リキッドア口イの創製と新工業材料への展開
井上明久 （東北大学未来科学技術共同研究センター）
1研究の概要
極限化材料創製技術のひとつである徐冷・大過冷凝固においても、アモルファスや準結晶の非周期構造相および非平衡
結晶相を生成できる合金液体とそれから得られる非平衡物質群を 「リキッドアロイ」と総称している。本研究分野では、この
新物質が得られる合金系と組成の探査、新物質の構造、物性、相変態の解明、溶i易からの直接成形技術や粘性流動に
よる微細精密加工技術の開発、およびこれらの特徴を利用した工業材料への応用に関する研究を推進している。これまで
に我々のグループが創製に成功した代表的な新しい非平衡物質群として、バルク金属ガラス、ナノ結晶分散バルク金属ガ
ラス、ナノ準結晶分散結晶および非平衡結晶の各材料があり、これらの材料の新しい合金組成と構造に起因する新規特性、
新しい創製プロセスと優れた加工性能のために、永い歴史をもっ金属材料分野での新しいタイプの工業材料として発展して
いる。 リキッドアロイがもたらす材料科学技術の流れを図lにまとめている。
バルク金属ガラス
図1リキッドアロイと材料科学・工学技術
2研究結果の概要
大過冷凝固法により、新非平衡物質を創製するためのもっとも重要な因子である過冷却液体の安定’性について最近の2年
間さらに研究を進めた結果、連続冷却変態曲線でのノーズ温度での保持時聞が3000秒に達する合金系があることを見出
した。この保持時間は通常の合金に比べて約9桁、超急冷を必要とするアモルファス合金に比べて7桁も長くなっている。
ノーズ温度で数秒以上保持できる合金系として、平成10年以前に見出していたMg基、希土類金属基、 Zr基などの外に、
Ti基、 Fe基、 Co基、 Ni基合金を新たに見出した。また、 Zr基において、金属ガラスが生成する合金成分に対して、数
倍以上もの大きな負の混合熱を持つ元素を添加した場合にはナノ結晶分散バルク金属ガラスが、一方正の混合熱を持つ元
素を添加した場合にはナノ準結晶分散バルク金属ガラスが生成することが明らかになった。さらに、3成分以上の多元素で、
10%以上の原子寸法差の構成元素を含み、かつ構成元素聞の混合熱がすべて零あるいは正の場合には、非平衡結晶国
i容体が生成し、従来の結晶材料とは大きく異なる機械的性質を発現することを見出している。表I~こリキッドアロイにおいて
見出されている新規特性とこれらの特性を利用した21世紀に向けての社会ニースの高い応用材料分野との関係をまとめて
いる。
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表l リキッドアロイから得られている工業材料特性と応用分野
リキッドアロイから 21世紀に向けての社会
得られている新規特性 ニーズの高い応用材料分野． 高比強度 q渇⑬ ①省エネルギー材料． 高強度・超弾性 ヨ湾海⑪⑬⑭ ②省プロセス材料． 高強度・高剛性 qゆ⑬ ③高速輸送機関材料． 軽量・耐熱強度 ①也＠⑬ ④情報・通信材料． 軟磁性 ④⑤⑥⑭ ⑤小型・高性能AV機器材料． 硬質磁性 ①④⑤⑥⑭ ⑥高感度センサー素子材料． 高磁歪 ④⑤信＠⑭ ⑦新エネルギー材料． 高バルクハウゼン・マチウシ・ 電池材料、
巨大インピーダンス ④⑤⑥⑭ エネルギー貯蔵材料． 高水素吸蔵 ⑦⑫ ⑧高効率化学電極材料． 高放電容量 ¢＠ ⑨機械エネルギー材料． 高耐食性 任⑪⑩⑪⑫⑬ ⑩医療材料． 高触媒性 ⑦⑧⑫ ⑪生体材料． 溶湯直接成形性 ② ⑫環境保全材料． 高速超塑性 ②⑥⑭ ⑬レジャー用材料． 超微細精密加工性 ②④告ゆ⑭ ⑭マイクロマシーン用材料
3 展望
表lにまとめているように、リキッドアロイから得られる新非平衡物質群は将来の社会ニーズに合致した種々の材料特性を
有しており、すでに実用材料の仲間入りを果たしている。今後の基礎および開発研究の進展に伴い、応用分野はさらに拡
張され、未材の新素材としての重要性は一層高まるものと期待している。
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研究報告／来来デバイス創製分野
超伝導単結晶による省電力高速デバイスに関する研究
山下 努 （東北大学未来科学技術共同研究センター）
中島健介 （東北大学電気通信研究所）
陳 健 （東北大学電気通信研究所）
Iouri Latychev （東北大学電気通信研究所）
菅井徳行 （東北大学電気通信研究所）
水柿義直 （東北大学電気通信研究所）
Pavlenko Vi taly （東北大学電気通信研究所）
王華兵 （科学技術振興事業団研究員）
金相宰 （科学技術振興事業団研究員）
植松裕 （科学技術振興事業団研究員）
1 研究の概要
単結晶固有ジョセフソン素子を実現するために、単結晶素子の寸法を小さくする努力を続けてきた。その結果、針
状単結晶にFIB（集束イオンビーム）加工を行い、サブミクロン単結晶素子を世界で初めて作成した。図1は、素
子の2次電子顕微鏡写真である。
今回、素子の面積を小さくして l/1 m2程度にすると、固有ジョセフソン効果のほかに新しく、超伝導単電子トン
ネル現象が起こることが明らかになった。単電子トンネル現象は、電子がI個ずつトンネルする現象で、電子1個
を制御する極小電子素子を実現するための基本となる現象である。
図2はその一例で、素子の電流Iと電圧V特性である。原点近くに約300/1 Vの間隔をもっ5つのスパイク状の電
圧周期構造が明瞭に見られる。このスパイク状電圧が単電子トンネル素子の特徴で、最初のスパイクは超伝導電子
l個がトンネルする時に対応し、次のスパイクは2個のトンネルを示す。
単電子トンネル効果は、これまで金属や半導体で観測されているが、面積がサブ/1nt程度では lOmK程度の極低温
が必要であった。ところが、Bi2Sr 2CaCuz08単結晶素子は、その静電容量が接合の層の数に逆比例して小さくなり、単
電子トンネルを起こすための帯電エネルギーが積層の数の増加と共に大きくなるという特融がある。このため、積
層の数が50くらいで、帯電エネルギーが熱雑音エネルギーk8Tより大きくなり、液体ヘリウム温度の4Kで単電子
トンネル効果が起こることが分かつた。
単電子トンネル効果を基礎とする電子素子は、現在の半導体素子を極小にした場合の究極の素子として、その実
現を目指し多くの研究が行われている。例えば、現在の半導体メモリー 1個の記憶する電子の数は約10万個である
が、これを数個にすれば寸法と消費電力が激減することが期待できる。今回の実験結果は、超伝導単結晶素子がサ
ブ／Lntの大きなサイズで、しかも 4Kという高温で動作する単電子素子が実現できることを示したもので、大集積回
路用の超伝導単結晶単電子トランジスタやメモリーの実現が期待される。
図1 高温超伝導体単結晶ファイパーをFIB（集
束イオンピーム）加工した立方体トンネル
接合（中心部分のカギ形の部分）
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図2 単電子トンネル接合の I-V特性
ど未来科学技術共同研究センター平成10～1年度報告書／研究報告
2 研究の成果
1）固有ジョセフソン効果とその応用
超伝導エレクトロニクスの基本素子は、ジョセフソン接合であるが、高温超伝導体を用いるトンネル型接合は
作成に成功した例がない。ところが最近、酸化物超伝導体の層状構造そのものが、ジョセフソン接合の積層構造
を形成していることが明らかになりつつある 1,2）。その一例としては、ビスマス系単結晶のI-V特性に観測され
た固有ジョセフソン効果である。この単結晶の層に直角方向の電流Iと電圧Vの特性が直列ジョセフソン・トン
ネル接合のそれと類似した性質を示す。また、ビスマス系材料は数GHz帯での電波吸収が観測され、これはジョ
セフソン・プラズマ励起と考えられている3,4）。もう一つの現象はLa2xSr xCu04単結晶に観測されたTHz帯のプラ
ズマ・エッジの観測5）と、その解釈6）である。これらの研究によれば、単結晶中を層に直角方向の電界成分をも
っプラズマ周波数wi=5THzの電磁波は層面を伝播する。この材料のプラズマ励起現象は、従来のNb系ジョセフ
ソン・トンネル接合のプラズマ励起現象と同じである。ただしNb系の場合、そのプラズマ周波数WIは約50GHz
である。従って、 La系銅酸化物単結晶のプラズマ周波数は、従来のNb系ジョセフソン・プラズマ周波数より 2
桁高い。ジョセフソン・プラズマ周波数は、ジョセフソン・デバイスの動作周波数を決める特性量である 7I。こ
のことからLa系銅酸化物単結晶の固有ジョセフソン効果を従来のNb系ジョセフソン・デバイスの代わりに用い
ることができるならば、その性能は2桁向上することが期待できる。La系銅酸化物単結晶の固有ジョセフソン効
果と、 Nb系ジョセフソン接合の諸特性を比較したものが表lである九磁束量子の大きさは、スイッチング・デ
バイスやメモリセルの大きさを決める値であるが、単結晶の磁束量子のサイズは接合よりも 2桁小され。また、
動作速度を決めるプラズマ周波数ω戸5THzもジョセフソン接合の値WJ三50GHzよりも 2桁大きい利点もある。
表lのジョセフソン接合のAJに対応する単結晶のAjは約約1/1 mと小さな値を持っている。したがって、図
3のようなジョセフソン・デバイスと同じような原理のデバイスを単結晶で作ると、約約1/1 mのデバイスが可
能となる。この単結晶デバイスの最小サイズは約0.2m2となり、高速かつ小型のCMOSデバイスと同じか刷、それ
よりも小さく、メモリなどの高密度集積回路が実現可能となる。
表1 銅酸化物単結晶とジョセフソン・トンネル縫合の比較
各数値はLa2_xSrxCu04の値である。
銅酸化物単結晶
動作温度を決める
roP = 5THz プラズマ周波数
素子の大きさを決める 人豆lμm磁界侵入長
磁東量子の大きさ 2λab・2λc三0.2凹n2
2）微小単結晶接合の超伝導単電子トンネル現象
我々は、単結晶固有ジョセフソン素子を実現するために、単結
晶素子のす法を小さくする努力を続けてきた。その結果、針状単
結晶にFIB（集束イオンピーム）加工を行い、サブミクロン単結
晶素子を世界で初めて作成した。図4(a）は、素子の2次電子顕
微鏡写真、（b）は作成した素子の模式図である 9）。
今回、素子の面積を小さくしてlミクロン平方程度にすると、
固有ジョセフソン効果の他に全く新しく、超伝導単電子トンネル
現象が起こることが明らかになった。単電子トンネル現象は、電
子がI個づっトンネルする現象で、電子l個を制御する極小電子
素子を実現するための基本となる現象である。
図5はその一例で、素子の電流Iと電圧V特性である。原点近
ー 14
ジョセフソン・トンネル接合一
roJ三50GHz
入J三lOOμm
2λ・2λ三20μm2
トンネル素子
図3 銅酸化物超伝導単結晶素子構造
／未来科学技術共同研究センター平成10～11年度報告書／研究報告
くに約300fl vの間隔をもっ5つのスパイク状の電圧周期構造が明瞭に見られる。このスパイク状電圧が単電子
トンネル素子の特徴で、最初のスパイクは超伝導電子1個がトンネルする時に対応し、次のスパイクは2個のト
ンネルを示す。
単電子トンネル効果は、これまで金属や半導体で観測されているが、面積がサブp.mz程度ではlOmK程度の極
低温が必要であった。ところがBi2Sr2CaCuzD8単結晶素子は、その静電容量が接合の層の数に逆比例して小さくな
り、単電子トンネルをおこすための帯電エネルギーが積層の数の増加と共に大きくなるという特徴がある。この
ため、積層の数が50くらいで、帯電エネルギーが熱雑音エネルギーk8Tより大きくなり、液体ヘリウム温度の4K
で単電子トンネル効果がおこることがわかった。
単電子トンネルの起こるためには、もう一つ条件がある。それは、接合の抵抗が量子抵抗R0=h/4e2=6.4K Dよ
り大となり、トンネルした電子が量子ゆらぎによって、元に戻らないことである。 Bi2Sr 2CaCuzD8単結晶は、その
比抵抗が他の材料に比して大きいために、この条件が満足されていることもわかった。
単電子トンネル効果を基礎とする電子素子は、現在の半導体素子を極小にした場合の究極の素子として、その
実現を目指し多くの研究が行われている。例えば、現在の半導体メモリー1個の記憶する電子の数は約10万個で
あるが、これを数個にすれば寸法と消費電力が激減することが期待できる。今回の実験結果は、超伝導単結晶素
子電子素子がサブμmzの大きなサイズで、しかも 4Kという高温で動作する超伝導単電子素子が実現できること
を示したものである。大集積回路用の超伝導単結晶単電子トランジスタやメモリーの実現が期待される。
集束イオンビーム加工法によって作成された4個のBSCCO単結晶接合
（最大は lμm×0.6μm司最小は0.5μm×0. 3 μ m) 
図4(a)
単結晶接合の 1-V特性図5
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3 展望
銅酸化物超伝導体単結晶は、導電層と非導電層が交互に積層した結晶構造をもち、各層間が固有ジョセフソン結
合をしていることが解ってきた。ここで、はLa2λCu04単結晶の固有ジョセフソン効果を用いた、新しい単結晶スイッ
チ素子なとずのデバイスの提案をし、この新しい単結晶エレクトロニクス素子は、従来のジョセフソン接合よりも 1/
100程度に小型化ができ、スイッチ速度も 100倍速く、動作周波数は数THzと期待できることを示した。我々は、こ
のような単結晶素子を作る新しいFIB加工技術を開発し、高温超伝導単結晶を用いて液体ヘリウム温度（マイナス
269度）で作動する単電子トンネル素子を実現した。針状単結晶にFIB（集束イオンピーム）加工を行いサブミクロ
ン単結晶素子を作成し、この素子面積をIミクロン平方程度にすると、電子がl個づっ通過する超伝導単電子トン
ネル現象が起こることが明らかになった。さらに、単結晶の積層数を1000位にすると、 77Kくらいで動作する超伝
導単電子素子が実現できると予想される。半導体デバイスやNb系ジョセフソン素子では到達できない高性能電子デ
バイスの開発が可能となるだろう。
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研究報告／未来情報社会創製分野
ネットワーク対応高性能システム LSIを実現する要素技術開発
大見 忠弘（東北大学未来科学技術共同研究センター）
1 研究の概要
人間の問いかけに対し瞬時応答する夢のモパイル情報端末の実現をめざし、膨大な情報を瞬時に処理できる新し
いアーキテクチャに基づくネットワーク対応システムLs Iを具現化するための要素技術開発を行った。無駄な演
算を徹底的に省略した「特徴量プリプロセスJ「上位桁先行演算」、外界との高性能な双方向インターフェースを実
現する「4端子デバイスによるバイナリ・多値アナログ融合演算処理」など、今日のシステムアーキテクチャを根
底から覆す独創的な技術を生み出した。ネットワーク対応システムLs Iに要求される超高速動作を可能にするに
は、これまでにない新しいデバイス構造、新しい材料の導入が不可欠となる。未来情報社会創製分野では、究極の
デバイスといえる気体分離配線構造を有する高／強誘電率ゲート絶縁膜、金属ゲート、金属基板SOILSIを世界に
先駆けて提唱し、それを作成するための材料プロセス技術である、低温プラズマ直接酸化技術、低温プラズマ直接
窒化技術、低ダメージ低抵抗タンタルゲートスバッタ成膜技術、ダメージフリーエッチング技術、低抵抗タンタル
シリサイドコンタクト形成技術、高性能SOIウェーハ製造技術を開発した。同時に、半導体製造分野におけるわが
国の競争力を回復し，世界における優位性を確立することを目的として、経済性に優れた高性能製造装置の研究開
発を行った。
2 研究成果の概要
ここでは、研究成果の一部を紹介する。半導体生産に必須であるク
ラスターツール（複数のプロセスチャンパが集積化された半導体製造
装置）において，従来に比べて占有面積1/4，消費電力 1/5に抑
えることが可能な世界で最もコンパクトな3次元立体化クラスター
ツール（図 1）の開発に成功した。クラスターツール用ユーテイリティ
（ガス排気ポンプ系、チャンパ温度制御系、高周波電力供給系等）も、
一括排気システム技術、チラーレス装置冷却技術、高周波等価回路解
析に基づく最適化技術の確立により、 1/4以下の専有面積にするこ
とに成功している。この装置を採用すると、半導体製造コストが激減
し、生産性が倍増する。 3次元立体化クラスターツールは，搬送ロボッ
ト上部にプロセスチャンパを 3次元的に積み重ねた構造で，大口径
ウェーハにも容易に対応できる。チャンパ構造を完全に軸対称に出来 図1 3次元立体化クラスターツール
るため，非常に均ーなプロセスガスのフローやプラズマ励起電力のフ
ローが実現でき，ウェーハ面内で完全均一なプロセスが実現できる。プラズマエッチングやスバッタ成膜に用いる
バランスドエレクトロンドリフト（BED）プラズマ源，プラズマCv D，プラズマ酸化／窒化、レジストアッシ
ングに用いるラジアルラインスロットアンテナ（RLSA）プラズマ源も合わせて開発し，高均一高精度なプラズ
マプロセスを実現した。この3次元立体化クラスターツールは，市場の要求に対してフレキシブルに対応し，時代
にあった付加価値の高いチップの生産に素早い対応が可能な段階投資・小規模生産のプロセスライン，すなわちミ
ニラインに完全に対応した共通プラットフォームとなり，今後主流になるシステムLs Iの少量多品種生産にも柔
軟に対応できる。
バランスドエレクトロンドリフトプラズマ励起技術は、マグネトロンプラズマ特有のプラズマの片寄りを新技術
の導入により完全に克服し、直径300聞を越える大口径ウェーハ上に電子温度が低い完全均一プラズマを励起でき
る画期的な技術である。ウェーハ表面にプラズマから入射するイオンのエネルギが比較的大きなプロセス、特にプ
ラズマエッチングに適している。電子温度が低くエッチングガスの過剰解離が抑制され、狙い通りのラジカルを選
択的に生成できる。このため、 0.05 μ m以下の超微細コンタクトホール（現在は0.18 1 mが主流）が高精度に形成
され、下地へ与えるダメージを低く抑えることができる。本装置を導入することにより、微細化世代毎により高性
能の装置に入れ替える必要がなくなり、さらにこれまでは不可欠であったダメージ層を取り除くための無駄な工程
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が一切不用となる。理想的な低コスト高効率生産が実現される。
成膜などウェーハ表面に入射するイオンのエネルギを低く抑えなければならないプロセスをターゲットに開発さ
れたラジアルラインスロットアンテナプラズマ励起技術は、直流磁場なしでマイクロ波電界により完全均一プラズ
マを生成する画期的な技術である。高密度で非常に電子温度が低い理想的プラズマを大口径基板上に均一に生成す
ることができる。プラズマ電位が極端に低いためチャンパ壁等のスバッタによる汚染が生じず、基板表面へのイオ
ン衝突によるダメージを a切伴わない高品質プロセスが実現される。この装置を用いて、固体表面の酸化や窒化技
術を開発した。クリプトン（Kr）と酸素 （0）を組み合わせたガスを用いてシリコン表面の酸化を行った結果、基
板温度400℃という低温にもかかわらず、現在主流の基板温度1000℃の熱酸化で形成された膜より全ての面で優れ
たゲート酸化膜を形成することに成功した。さらに、次世代の高性能デバイスに必須となる高誘電率ゲート窒化膜
を、同様に基板温度400℃という低温で形成することに成功した。電気的特性において他の技術を圧倒する高品質
ゲート窒化膜が得られており、世界中から注目を集めている。これらの新技術の導入により、全てのプロセスを500
℃以下の低温で行うトータル低温化プロセスが初めて可能となり、新構造新材料を積極的に取り入れた超高性能デ
バイスを核とするネットワーク対応システムLs I実現への道が初めて閃かれた。
こうした劇的な成果はすべてのメカニスムを学術的に解明することにより実現されている。それまで，勘と経験
に頼ってきた半導体集積回路の製造現場に，制御できない擾乱要因を徹底的に排除してプロセスを支配する真のパ
ラメータを直接精密に制御することですべての現象を科学的に理解し完全に制御できることを提示すると共に，半
導体製造技術の新たな学問・技術体系を創出した。
3 展望
前述した新しいプラズマ装置を駆使すれば、水平方向の超高集積化とともに、配線工程に入ってから配線層内に
高性能のCMOS回路を埋め込むことが可能になる。多くの研究者が夢にまで見た3次元LSIの具現化の時が訪れた
のである。さらに、チップ表面に雑音をいっさい発生しない増幅型光エリアセンサや”聞く”、”しゃべる”、”触
る”といった人間の感覚機能を代行する圧電薄膜を積層型で構成するネットワーク対応インテリジェントシステム
LSIも製造可能となる。人間と電子システム聞の自然言語による対話が実現する日も近い。
研究報告／未来エネルギー創製分野
省エネルギー・省資源のための小形・集積化技術
江刺 正喜（東北大学未来科学技術共同研究センター）
1.研究の概要
本プロジェクトでは、限りある資源のもとで人類が快適に生存していくために不可欠な、省エネルギーや省資源
のための技術を開発する。この基本になるのは半導体微細加工をベースにさまざまな技術を融合した、マイクロマ
シニングやナノマシニングによるシステムの小形・集積化技術であり、これはMEMS(MicroElectro-Mechanical 
System）等と呼ばれる。
高度な機能を保ったまま機械システムを小形化することは、材料や使用エネルギーなどの節約だけでなく、廃棄
物や環境問題の解決にも繋がる。これには情報処理部だけでなくセンサやアクチュエータ（運動要素）など、システ
ムを構成する全ての要素を多数集積化できることが必要とされる。
生物は複雑であるが自己診断や自己修復によりその高度な機能を維持していくことができる。これに対し、機械
システムが複雑になると、検査や修理が難しくなり故障して使えなくなると廃棄せさせるおえない。機械をメンテ
ナンスして長期間利用できるようにする技術が、省エネルギーや省資源の点から今後重要になると思われる。マイ
クロマシニングでは、多数の小さな要素が分布した生物のような機械も実現できるが、蛇のように自分で曲がって
狭い所に入って行ければ、分解しないでもメンテナンスができる狭所作業システムとして機械のメンテナンスに役
立つだけでなく、人間の体の中をカテーテルや内視鏡により検査や治療を行う低侵襲医療などにも有効である。
マイクロアクチュエータと呼ばれる微小な運動要素や小形で高密度なエネルギー源などの開発が待たれている。こ
のようなPowerMEMSと呼ばれる技術を基礎から研究することも必要である。大きな変位や速度だけでなく大きな
力を発生できるアクチュエー夕、またエネルギ密度だけでなく出力密度の大きい、すなわち小さくても大きな電力
などを取り出せるエネルギー源の開発が課題である。
マイクロエレクトロニクスを基本にした通信情報システムは人間の能力を大幅に拡大し、またきめ細かに最適制
御することでエネルギーを効率的に利用することにも貢献してきた。各種センサ、あるいはプリンタヘッドやディ
スクヘッド、通信用光スイッチなど情報システムの周辺で用いられる重要部品、高度な計測機器の主要部などは大
部分がマイクロマシニング技術で作られている。
以上の課題について、応用に向けた研究を進めながら、その中で問題点を抽出し、製作プロセス技術あるいは微
小世界の物理現象など基礎的な研究も行なっている。
を製作したものである。これによって医師は血管の内部に入った感覚でカテーテルを操作することができる。こ
の他外径125μ mの光ファイパ先端に薄いダイアフラムを形成した極細圧力センサ、あるいは体外で発生した磁
場を検出する磁気センサをカテーテル先端に組込んだカテーテル位置のセンサなどを開発してきた。このような
技術は地下の計測などにも有用であり、地熱などの新しいエネルギー開発のための技術としても研究している。
(2）微小運動機構とエネルギー源（PowerMEMS) 
マイクロアクチュエータと呼ばれる微小運動機構で大きな力をいかにして発生するかが問題になっている。チ
タン酸ジルコン酸鉛（PZT）を用いた積層圧電アクチュエータを平面基板上に多数配列させた構造を製作し、その
動作を確かめた。これは盲人用触覚ディスプレイ、あるいは表面に渦を検出するセンサとそれを消滅させるため
のアクチュエータを多数分布させて流体抵抗を減らす能動的流体制御などへ応用できる。
図3は、反応性イオンエッチング（RIE）で微細加工したシリコンを鋳型にし反応焼結法で製作した、シリコン
カーバイド（SiC）の微細構造体である。等方的な圧力下での焼結（HIP）によって作られている。なおこのシリコ
ンを鋳型にしたLost-mold法と呼ぶ方法によって、チタン酸ジルコン酸鉛（PZT）などの微細構造体も製作してい
る。この他シリコンのRIEで製作した空気軸受けのマイクロターピンを高速で回転させることに成功した。耐熱
性のあるSiCを用いて上の方法でマイクロターピンを製作し小形のエンジン式発電機として使うと、小形で高出
力の電源、ができるためその研究を続けている。このようなエネルギj原が可能になれば、電池のように充電の必要
が無く燃料の補給で動く携帯情報機器や、無線操縦や自律動作の自走機械あるいはマイクロロボットなども実現
できることになる。
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(3）情報通信システムや計測制御の主要デバイス（センサ、高密度記録他）
コンピュータの周辺では、入力部や出力部あるいは外部記憶や通信関係の主要な要素がマイクロマシニングで
作られている。自動車の安全装備などに使われる加速度センサや角速度センサ（ジャイロ）などを製作してきた。
図4は、多数の電極で容量検出して静電サーボをかけることにより、静電浮上して回転する静電マイクロモータ
であり、毎分千回転で廻る。回転モータを小形化する場合は軸での摩擦や摩耗が問題になるため、静電浮上の必
要があり、これによって高性能な回転ジャイロを実現できる。この技術を用いると小形自走機械の移動制御など
が可能になる。
この他、基板上に多数の異なる遺伝子（DNA）を合成し手軽に遺伝子診断ができるようにしたDNAチップや、高
密度記録に用いるマイクロプローブなどを開発してきた。図5は薄い片持ち梁を持ち、その動きを静電容量で検
出したり静電引力で動かしたりできる容量型マイクロプロープである。先端には直径20n mの微小関口が形成さ
れており、走査型近接場光学顕微鏡（SNOM）や原子間力顕微鏡（AFM）として用いている。
3.展望
省資源や廃棄物低減には、必要な物を必要な数だけ供給できることが望ましい。しかし高度な科学技術を利用し
たハイテク製品をつくるには、多くの場合大きな設備投資を必要とするため、大量生産しなければ採算が合わない
し、研究開発にも時間と費用がかかる。採算の合う状態で多品種少量生産を可能にするには、研究開発を効率的に
行うことや製造設備を共用することなどが必要である。現在まで開発してきた多くのセンサなどでは、低コスト多
品種少量生産を可能にするパッチプロセスパッケージングを用いている。すなわちガラスとシリコンをウエハ状態
で接合した後に各チップに分離しており、ウエハー工程だけで組立（パッケージング）まで終了すれため、それぞれ
の製品ごとに後工程のための設備を用意する必要は無くなり、低コスト化に繋がる。各種の技術を融合して幅広い
分野に応用するために、異分野の知識を上手に組み合せる必要がある。マイクロマシニングによる小形・集積化技
術で省エネルギーや省資源に寄与し、これを新産業創出に結び付けて行きたい。
－一一一一一歩』φ2lmm 
図1 通信制御用集積回路を内蔵した能動力テーテル 図2 カテーテル先端超音波
図3 反応焼結法で製作したシリ
コンカーバイト（SiC）の微細
梅造（径5mm下は断面）
イメージャ（径3mm) 
ケ乍ご下手j
斗同守央共ェヤj
図4 静電浮上マイクロモータの 図5 SNOM（兼AFM）用のプローブ
構造とシリコン製口ータ と先端の微小開口部
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研究報告／未来都市創製分野
環境に貢献する新しい構法・工法等の開発研究
1.研究の概要
( 1）溶融E鉛メッキ鋼材表面の劣化度評価システムの開発に関する研究
(2）鉄骨建築構造の基礎梁の鉄骨化に関する開発研究
(3）構造用高弾性ハイブリッド線材の開発に関する研究
山田 大彦（東北大学未来科学技術共同研究センター）
未来都市創製分野では、 21世紀に向けて建築構造が果たすべき役割を見極め、表記の3課題を設定し、取り組
んできている。
(1）の研究は、溶融亜鉛メッキ鋼材表面の腐食進行に伴う劣化度を撮影記録媒体より独自の画像解析手法によって
判定し、メンテナンスプロジェクトに役立たせることを目的とした開発研究である。
(2）の研究は、鉄骨建築構造の基礎梁が鉄筋コンクリート構造であることへの素朴な疑問と環境適応型の建築構造
実現への夢の中で、基礎梁を鉄骨化することの優位性を明らかにし、必要な開発技術の促進を図ることを目的とし
た開発研究である。
(3）の研究は、現在の耐震設計が倒壊しないことを目的とした安全率Iの終局耐力設計法であために構造の性能が
暖昧にされていることに注目したもので、大地震後に残留変形を生じない原点志向型の構造骨組の実現を目的とし
た開発研究である。この目的のために、構造骨組の接合部に弾性的な回転を許容できる超高耐力ハイブリッド線材
の開発を目指している。なお、このハイブリッド線材を大空間構造に用いられる立体トラスシステムに応用するこ
とにより、その軽量化と大規模化が可能になると期待される。
以上の開発研究は、 NIC He兼務教官である本学大学院工学研究科都市・建築学専攻に所属される山口育雄教
授、植松康助教授、高木潤一助手、藤本勝成元助手・現福島大学経済学部助教授に加え、田漫恵三氏（元NICH 
E客員教授・黒沢建設（械設計本部長）、岡本晴仁氏（平成 12年度NICH e客員教授・日本鋼管制建材センター主
席）等からなる共同研究である。なお、これらの研究は、平成9年度から 11年度にかけて、それぞれ（社）鋼材倶
楽部の研究助成を受けている。
2.研究の進捗状況と成果
(1）溶融亜鉛メッキ鋼材表面の劣化度評価システムの開発に関する研究について
協力企業から提供された多数の溶融亜鉛メッキ鋼管内部の内視鏡による撮影記録及び回収された実鋼管を切断し
て得た自然光の下での撮影記録を、システム構築に用いる元画像と検定用のサンプル画像とに無作為分類し、元画
像に適合するシステムを構築した。判定には、撮影手段あるいは撮影状況に起因する不可避の暖昧さを考慮し、「厳
しい判定」と「暖昧さを考膚した判定」の2種類の判定基準を設けた。得られた劣化度評価システムの適用性をサ
ンプル画像により検定し、極めて良好な結果を得た。
劣化度評価基準は、日本電信電話株式会社建築部が作成した劣化度判定見本を参考にし、かっ協力企業における
判定の現状及び本研究における検討結果を踏まえて独自に作成しもので、次の4段階、即ち、劣化度A （健全部）、
劣化度B （白錆部または汚れた健全部）、劣化度c（褐色に変色した合金層の腐食部）、劣化度D （赤錆部）から構
成されている。
本研究における劣化度評価システムは、①画像前処理部、②画像データクラスタリング部、③劣化度判別部の、 3
プロセスで構成される。①は、スキャナーにより読み込み平滑化処理を施した上で彩度、色相と輝度の情報からな
るデータに変換するプロセスである。②は、本研究の目的に合致した階層的クラスタリング手法として独自に考案
された核抽出法による最適クラスタリングのプロセスである。③は、各クラスタと元画像の目視判定による劣化度
との対応を、クラスタが持つ彩度、色相及び輝度の相E関係と更にそれらと全データとの相互関係を用い、定量的
に評価して決定するプロセスである。その際、上述のように2種類の判定基準を設けて判定を行っている。
本劣化度判定システムをサンプル画像群に適用して得られた判定結果を目視による判定結果と比較し、検定を行っ
た。各クラスタ毎に「厳しい判定」と「唆味さを考慮した判定」のいずれかが合致した場合正解であるとして正解
率を求めた結果、劣化度Aについて 100%、劣化度Bについて 80%、劣化度Cについて 10 0 %、劣化度Dに
ついて 93%、全体に 93 %の良い結果が得られた。
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(2）鉄骨建築構造の基礎梁の鉄骨化に関する開発研究について
鉄骨建築構造の基礎梁を鉄骨造とするには、腐食の問題があるが、この問題を克服して鉄骨化が可能になれば、次
のような多くの利点・展望が見えてくる。
①施工性の改善
②工期の短縮
③合理的柱脚支持工法の実現
④ 1階床工法の合理化
⑤新たな設計理念の確立
⑥鉄骨柱への要求性能の軽減
⑦解体性の改善
⑧ リサイクル性
⑨施工コスト・トータルコストの低減
本研究を進めるには、従来、基礎梁がどんな目的で計画され採用されてきたかを、構造の計画・設計・施工をと
おして総合的に再検討することが不可欠である。その上で、新しく必要な工法を提案し、基礎梁更には地盤を含め
た骨粗モデルに対する応力解析を行うことにより、合理的な設計が可能になると期待される。共同研究者の山口は、
鋼管杭と柱の一体化について実験的研究を進めている。また、岡本はその実験を目指している。筆者は、建設関連
企業の技術者の協力を得て、設計事例による検討及び工法・施工法の検討を行っている。
(3）構造用高弾性ハイブリッド線在の開発に関する研究について
ハイブリァド線材の基本構想、は、線状素材群から成る基材にストランドを貫通させて初期張力を導入し、自己釣
合系をなす新しい高弾性線材を開発することにある。基材の基本構成として、鋼管またはステンレス鋼管の外筒、P
C鋼棒の芯材および高強度無収縮モルタルまたはセラミック製の充填材を考えた。その構成の方法とストランドへ
の導入張力について試算を重ね、構成部品と最適な初期張力の決定法を明らかにした。
柱・梁の新しい接合工法にハイブリッド線材を応用する場合には、引張力に対する高弾性的性能が要求される。一
方、立体トラス構成要素として本ハイブリッド線材を応用する場合には、引張力のみならず圧縮力に対する高弾性
的性能が要求される。特に、圧縮力に対しては座屈耐力に対する性能をいかに高めるかの工夫が要求される。試算
の結果、本ハイブリッド線材は、それぞれの要求に対して、ストランドの配置および初期張力のレベルを調整する
ことで広く対応が可能であり、新しい高弾性線材として十分な性能を持たせることができることを明らかにした。
3.今後の課題と展望
(1）の研究は、実地検証の段階に入ったところであり、一貫評価システムの構築が課題である。（2）の研究は、 lを
経た段階であり、今後現状調査を進めながら新たなアイデアとその実験的・解析的検討を行うことが課題である。（3)
の研究は、ハイブリッド線材要素試験、実設計レベルでの検討、接合部工法の開発とその検証試験を行い、実現へ
の展望を拓くことが課題である。いずれの開発研究においても産学連携が不可欠であり、広く参加いただければ幸
いである。
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研究報告／未来材料システム創製分野
組織制御に基づく材料開発研究
I研究の概要
石田 清仁（東北大学未来科学技術共同研究センター）
貝沼 亮介 （東北大学大学院工学研究科）
大沼 郁雄 （東北大学大学院工学研究科）
材料開発を行う場合には，目的の特性を得るために最も適した組織を如何に得るかがポイントになる。本研究グルー
プは，この組織設計や組織制御に関する研究を行っており，特にその予測のための最も基本となる状態図や相変態の
基礎的研究を行い， それをベースとした開発研究を行っているO それらの研究概要を図lに示すが，すでに商品化を
行ったものや，実用化寸前のものもかなり出現してきている。材料開発研究は，長い年月がかかるが，図1に示した研
究もそれぞれ5年～ 10年の基礎研究に基づいて開発されたものである事を強調したい。
組織設計のための
ソフドフェア開発
高硬度耐磨耗合金
硫化物の形態制御
CDCプロセスによる高速度錦Hv=1000
Cu基硬度Hv=400
高温用Ni-Al基合金
新型Cu-Al基合金
鋼中の硫化物の形態帝IJ御と快商IJ鋼の開
図1 材料開発研究の概要
2研究の成果
図Iに示す研究内容，成果を全て紹介するのは紙面の制約上無理なので，特に組織設計のためのソフトウェアの開発
と高硬度耐磨耗鋼について述べる。
（！）組織設計のためのソフトウェア開発
材料の組織構成を予測するための不可欠な情報として状態図（相図）があるが，本研究グループは図1に示す各
種合金の熱力学データベース構築を行っている。この中でマイクロソルダー材，いわゆる“はんだ”のデータベース
は，環境問題とも関連して産業界からの要望も大きいため，世界に先駆けてその完成を急いだものである。エレクト
ロニクスの実装において，半導体素子の接合にはPb-Sn共品合金のはんだが使用されている。しかし， Pbが酸性雨
によって流出して地下水や河川を汚染するため， Pb使用の法規制が具体化されてきている。従ってPbフリーのはん
だの開発が急務であり現在世界中で開発にしのぎを削っているO
本研究グループで開発したマイクロソルダー材の熱力学データベースは，図2に示す様に融点を始め組織の構成相
や熱力学的性質，さらに凝固シミュレーシヨン等Pbフリーソルダー合金の開発に必要なデータを精度良く計算できる
内容となっている。このデータベースは， TLOの東北テクノアーチ（株）への技術移転を行うとともに，データベースが
広く利用できる様に商品化している。すでに多くの企業が利用を始めており， Pbフリーはんだの合金設計に大きな威
力を発揮するものと期待されている。
(2）高硬度耐磨耗鋼の開発
鉄鋼としては世界最高レベルの硬さを有する新しいタイフ。の耐磨耗鋼の開発を行っているOこの鋼は，ピyカース硬
さで950～1000という極めて高い値を有しており，現在汎用の耐磨耗鋼である高速度鋼よりもピ、ノカース硬さで約100
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程度高い。この開発鋼は炭化物分散浸炭法という方法により製造され， Cr,Mo, V等の特殊な炭化物を浸炭によっ
て多量に，かっ微細に分散させる事によって得られている。一般に工具鋼や高速度鋼等の炭素を多く含む耐磨耗鋼
は，溶解法で製造されるため，凝固中に偏析が生じたり巨大な炭化物が生成する等の問題があるが，この方法では，
浸炭法によって炭素を鋼中に添加するため，極めて微細な炭化物が均一に分散し硬度だけでなく靭性にも優れて
いる。この方法によって稲刈り用のコンパインカyターを試作し実装試験を行ったところ，現用のカッター材（SK5）に
比べ，刃先磨耗量が1I 3以下という極めて良好な結果が得られた。現在さらに細径ドリル，木工用刃物，オイルポ
ンプ用ベーンなどへの適用への展開をはかつている。 また本開発鋼は，浸炭前は極めて優れたi令問加工性を示す
ので，プレス，打ち抜きを始め複雑な形状への加工が出来る大きな特徴を有している。工具鋼や高速度鋼の分野だ
けでなく超硬合金の用途分野に対しての適用も期待されている。
3展望
安定及び準安定相平衡
・液相線，国相線
・等温状態園，垂直断面図
・構成相の体積分率
－圧力効果
灘国シミュレー シヨン
－平衡凝固
・非平衡凝固（Scheilモデル）
マイクロソルダー 材
青島力学デー タベー ス
(Pb,Sn,Bi,Sb,Zn.Cu,Ag,In) 
無力学的性質 ｜ l液帽の物理的性質
・活量 ｜ ｜・表面エネルギー
・混合エンタルビー ｜ 1・粘性
・化合物の生成自由エネルギー
図2 マイクロソルダー材の熱力学データベース
本研究グループは，状態図や組織制御という基礎研究に基づいて材料開発，実用化を目指しており，特に本邦の産
業基盤である鉄鋼やNi基合金， Cu基合金等の非鉄合金について地道な研究を行っている。この様な基礎研究が新し
い材料創製のためのブレークスルーには不可欠と考えている。
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1 研究の概要
電気化学エネルギ一変換関する研究
内田 勇（東北大学未来科学技術共同研究センター）
西津松彦（東北大学大学院工学研究科）
伊藤 隆（東北大学大学院工学研究科）
モハメデイ・モハメド（東北大学未来科学技術共同研究センター）
環境問題とエネルギー問題とは裏腹の関係にあると言われる．この観点から，当未来環境創製分野では， 環境負荷
の少ない電気化学エネルギ一変換技術の開発に焦点を合わせて，以下のような研究開発を行っている．
[l］未来型電気自動車用電池電源の研究開発
(1）リチウム2次電池材料の高性能化に関して，「リチウムインサーション薄膜材料の交流インピーダンス解析」と「マ
イクロボルタムメトリー法によるリチウム電池用電極活物質に及ぼす温度効果の解析」を行い，固相内拡散係数を含
む電池内緒過程のパラメーターを決定した．これらは多孔性電極のモデル構築に展開中である．
(2）高出力・高エネルギー密度電池システムの開発に関して，「電池材料の薄膜化と電気化学水晶振動子マイクロバラ
ンス法による特性評価jと「マイクロボルタムメトリー法による 2次電池電極材料の電気化学評価Jを行い，固？液界
面および国相内部における電気化学レドァクス過程に伴う材料の安定性を検討した．
(3）移動体用2次電池システムの安全性評価に関して，走査型断熱式熱解析装置（ARC）を用いて市販リチウムイオン及
びニッケルー水素2次電池の充放電サイクルにおける熱挙動の解析，熱暴走試験などを行った．
(4）電池材料の電子物性や量子化学的構造に関して リチウムイオン及びニッケルー水素2次電池の正極材料を対象と
する in-situ導電率測定， in-situラマン分光測定を行った．
[2］溶融炭酸塩型燃料電池発電技術の研究開発
(1）溶融炭酸塩型燃料電池（MCFC）の長寿命化技術に関して，「MCFCカソード代替材料の研究」を行い，新規カソード材
料としてNi-Al系合金を提案し酸素還元反応特性，加圧下での溶解度測定などを行った．
(2）溶融炭酸塩型燃料電池の高性能化技術に関して，溶融塩組成，温度，ガス条件をパラメターとする酸素還元反応の
物質移動係数の測定を行い，多変量解析式を導入して関数化し， Li-Na-K3元系炭酸塩組成の最適化を検討した．
(3）溶融炭酸中の酸素還元反応の機構に関して 「溶融炭酸中の各種酸化物イオンのラマン分光法による研究」を行っ
た．これは溶融炭酸中の反応種（スーパーオキサイド パーオキサイドイオン）の同定を分光学的に検討したものであ
る．
(4)MCFCシングルセルの運転に関して， Ni-Al系合金をカソード極とした実セルの運転研究を行った．
2 研究の成果
[l](l)に関しては，静電噴霧（ESD，図1）法により調整したスピネル系マンガン薄膜電極上で膜厚，リチウム塩電解質，
塩濃度及ぴ液温度をパラメーターとしてインピーダンススベクトロスコピー（EIS）の測定をlOmHz～10凶zの周波数範
囲で行い，全周波数範囲でベストフイトする厳密な等価回路を統計的手法を駆使して決定した．国－i夜界面を含むそ
の回路を図2に示す．回路中の各要素は上記の実験因子と相関させて厳密に求めることができるので，各パラメーター
を指標として材料中への異種元素導入や電解質組成等による電池材料の高性能化指針の探索と材料設計に有用である．
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接地
図1 静電噴霧法装置概略図
R ..溶液抵抗， Cd1:2重層容量，Rs1：・表面皮膜抵抗
Cs1：表面皮膜容量，Rct：電荷移動抵抗
Zw・・ウー ルフゃルグインピー ダンス
Zr.,: Finite Space Warburg Impeadance 
図2 LiMnp4電池活物質の等価回路
一方，薄膜材料は材料探索のモデルとしては理想的であるが，現実の電池材料は直径数十ミクロンの粉体或いは球
状粒子である．これをパインダー及び導電助剤と混合してカレントコレクターに結着した多孔性の薄膜（コンポジット
電極）が実際の電池活物質であり，薄膜材料の特性把握と平行して粒子レベルでの電気化学特性評価も必要である．現
実の電池活物質一個の粒子を対象として，そのイントリンシィクな電気化学評価（マイクロボルタムメトリー， MCV)
を行うことは重要であり，その測定システムを（図3）開発・使用している，これは本学において開発された本研究独
自のものであり，実電池材料の迅速評価法として極めて有用な開発ツールである．図3では，温度効果も評価できるよ
うに昇温ステージを設置している.50°Cの条件下で負極材（MCMB炭素粒子，錫 炭素複合体，チタン系材料）や過
剰リチウム及び異種元素を添加した正極スピネル材料でサイクル安定性を評価し，新規材料探索への展開も計ってい
る．
[1](2）では，リチウムイオン電池のみならずニァケルー水素電池も含めた電池システムの検討を薄膜材及びマイクロ
粒子電極を駆使して行っている．いずれの電池系も高温下で弱点を有しており，リチウム電池系ではスピネル系マン
ガン材料の急速な容量劣化，ニッケルー水素電池では水酸化ニッケル電極上での酸素発生が問題となる．前者に対し
ては，スピネル系マンガン材料をESDY去により水晶振動子上に低温合成（400°C）し，電気化学水晶振動子マイクロバラ
ンス（EQCM）法によるリチウム脱挿入過程の重量変化をin-situで、初めて捉えることに成功した．電極の劣化は固相内で
の不均化反応を電解質から遊離したプロトンが触媒的に作用して進行し，結果としてマンガンが溶解することを明か
にすると共に，過剰リチウム或いは異元素ドーピングが固相内不均化反応の抑制に有効であることを確認した．この
手法と［I](I）との組み合せは極めて強力な開発ツールであり，高性能で安定性の高い新規材料の探索と電池システムの
開発が指向できる．同様の手法を水溶液系の水酸化ニッケル薄膜にも適用してプロトンの脱挿入過程と酸素発生反応
を分離することも行っている．また，各種の水素吸蔵合金及び水酸化ニッケル粒子を対象としたMCV測定を行い，粒
子の表面改質や固相内への添加物効果，溶液中へのリチウムイオン添加の効果など，これまで経験的にしか理解され
ていなかった電池システムの改善・改良技術への新たな提言ができるようになった．
[ 1 ](3）では，電池の動的状態下での安全性評価の指標となる熱発生解析や熱暴走挙動の診断のために，走査型断熱式
熱解析装置（ARC）を導入し，充放電下で測定の可能な電気化学ARC装置を構築した．これまでに市販の小型リチウム
(I次， 2次）電池のデータを蓄積している．これらをベースに中容量サイズの移動体用電池にも適合する装置の改良を
行っている．
[I]( 4）では，電気化学測定を他の物理化学手法と組み合わせる電気化学その場測定j去の開発を行っている．電池材料
のためのin-situラマン分光， in・situXRD,in-situ導電率測定等は電池材料の物性評価上不可欠の手法で、ある．一般に酸
化物電池材料は初期状態で半導体か絶縁物であり，充電と共に導電性が急速に変化するので，固体中へのイオンの脱挿
入を行いながら，材料の電子伝導性変化を同時測定する手法は，材料の内部抵抗を減少させて高出力化をはかる上で
特に重要である．ここではスピネルマンガン薄膜や水酸化ニッケル薄膜の導電率変化をマイクロアレイ電極（図4）を
用いて測定した．これらは本手法を用いて初めて可能となったもので，異種元素添加による電池材料の高出力化設計
に有用な指針を提供するものである．
[2](1), (4）については， NEDOによる即効型提案公募研究開発プロジェクトであり，未だ終了していないので先の概
要のみとどめる.[2](2), [2](3）については，興味ある成果がえられているが，紙面の関係で省略した．
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図3 マイクロボルタモグラム測定装置概略図 図4 くし形マイクロ電極を用いた insitu導電率浪Jj定
3 展望
最近，電気化学エネルギ一変換技術の一つである燃料電池に関する議論が盛んである。“21世紀のエネルギー革
命”などというのがそれである。これは電気自動車や家庭用ミニ分散電源など いわゆるパーソナルパワー社会の
実現とその経済システムへの効果，ピジネス化への期待などが根底にあるためである。ここで燃料電池は発電技術，
リチウム電池に代表される 2次電池は電力貯蔵技術であり，両者が一体化（ハイブリッド）して本当のパーソナルパ
ワーとなり得る。本研究開発はこれら両技術開発を見据えた分野設定であり，未来技術への明確な展望を踏まえて
いる。
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研究報告／未来生命社会創製分野
FES、丁目、 NES機器の開発に関する研究
「研究の概要」
半田康延（東北大学未来科学技術共同研究センター）
市江雅芳（東北大学医学系研究科運動機能再建学分野）
山本澄子（東北大学医学系研究科運動機能再建学分野）
藤居徹（東北大学医学系研究科運動機能再建学分野）
井口泰孝（東北大学未来科学技術共同研究センター）
星宮 望（東北大学工学研究科生体工学分野）
我々の研究目的は、障害された生体運動機能の回復・再建および自律神経機能の調節を機能的電気刺激（functional
electrical stimulation: FES）や治療的電気刺激（therapeuticelectrical stimulation: TES）によって実現し、
それらを実用機器として産業化するために産学共同研究を行うことにある。今回は、運動障害に対するFESとして、頚
髄損傷C6四肢麻療の麻痔手制御のためのハーイnFES法を考案し、その制御性について検討するとともに、脊髄損傷TS対
麻療の起立・歩行FESの制御性についても検討を行った。
また、排尿障害に対する神経調節的電気刺激（neruromoduratoryelectrical stimulation: NES）についても臨床
研究を行い、そのデータに基づいて排尿障害治療器のプロトタイプを製作した。
「研究結果の概要」
1 ）運動障害に対する FES
被験者は頚髄損傷による C6四肢麻樺患者l名（男性、 25歳）、および、脊髄損傷TS対麻痔患者l名（男性、 46歳）
とした。いずれも FESを希望して来院した患者であり、 FESについては本人と家族の十分なイン7オー ムドコンむトを得た。
刺激電極と FES装置として、我々が開発した経皮的埋め込み電極と刺激装置を用いた。
C6四肢麻樺患者では、経皮的埋め込み電極を、左側の囲内筋と短榛側手根伸筋群、手指伸筋群、手指屈筋群に刺入
留置した。 TS対麻薄では、起立歩行に必要な下肢筋と骨盤周囲筋に刺入留置した。 FESによる制御動作はFES対象者の
測定部位に反射マーカーを取り付け三次元動作解析装置（VICON）を用いて解析した。
C6四肢麻療の田内筋にハ会イTAFESを与えたときと与えないときの囲内外動作と、肩関節動作を比較検討した。その結
果、ハゃイnFESを与えない状態では、肩関節の外転角が80度を越えたときに重力を利用した囲内動作が可能となり、国
外筋の随意収縮との組み合わせで回外動作が随意的にできるようになることが判明した。一方、ハsイn刺激を与えた状
態では、肩関節を外転しなくとも随意的な囲内外動作ができることが判明した。これによって、ハ’イTAFESは、動筋・括
抗筋のいずれかが麻棒している場合には、随意動作の再建に極めて有効であることが示唆された。
健常者と TS対麻庫者の起立・歩行動作における股関節、膝関節、足関節の動きを解析した。その結果、 FES起立で
は、各関節の伸展が急速にかつ同時に起こっているが、効率的に体幹の挙上に働かず、上肢による起立の補助が必須
であることが判明した。また、 FES歩行では、各関節の伸展屈曲が同時的に起こり、健常者のように各関節が補完的か
っ効率的に屈伸するような動態となっていなかった。したがって、前方への重心移動がFESではほとんど得られていな
いことが判明した。このことより、対麻庫のFES制御では、体幹の重心移動を考慮することが必要であることが判明し
た。
2）排尿障害治療装置の開発
切迫性尿失禁、反射性尿失禁、排尿障害患者33名（男 17名、女16名、年齢8～78歳）に対し、十分なインフォー ムドコ
ンセントを得た上で、仙骨部刺激と urodynamicstudyを行った。患者のうち 18名では、仙骨部刺激の急性効果を、残り
15名では長期効果を調べた。
仙骨部刺激装置としてOG技研製パルスキュアプロを用いた。表面電極は左右第2、4後仙骨孔直上皮膚に貼り付けた。
刺激波形は、周波数20Hzとし、パルス幅0.3ms、振幅O～ 80Vで患者が耐えうる最大の電圧を、上下後仙骨孔聞に15
分関与えた。
第2、4後仙骨孔を適正に刺激すると、尿道内圧が刺激に応じて上昇した。表lに、仙骨部刺激における尿道内圧と
勝脱容量の変化を示す。電気刺激によって尿道内圧が上昇した症例では4例で、不変例では5例で勝耽容量が増加した。
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また、勝脱容量が減少したのは、尿道内圧上昇群2例、不変群3例であった。さらに、勝目光容量増加群では勝目光コンブ
ライアンスが増加し、排尿筋過反射開値、強度が減少した。
難治性切迫性尿失禁患者15名に対し仙骨部刺激を 1日l～2回1ヶ月以上の長期間を行ったところ、自覚症状の改
善は 15例中 10例（6 7 %）、尿流動学的検査上の改善は 15例中7例（ 5 4 %）に認められた
「展望」
現在、 FESの制御性の向上を目指して、刺激パラメーターを目的に応じて調整でき、かっ多チャンネル刺激パターン
を自由に組むことのできるコンヒ・ュ－7システムを試作中で、ある。今回のハ守イ7AFESおよび起立・歩行制御FESのデータ解析結果
をこのプロトタイプFESシステムに導入し、より制御性のよいFESシステムの開発を行っていく所存である。
排尿障害治療装置については、企業との共同研究により実用に供しうる装置の開発に成功したので、さらに臨床試
験を重ね、その結果に基づいて、厚生省の薬事承認申請を行う予定である。
29 
研究報告／未来バイオ創製分野
細胞膜輸送機能に基づいた創薬・創剤技術開発に関する研究
寺崎哲也 （東北大学未来科学技術共同研究センター）
1研究の概要
クスリは身体の中に入れば自然に効き目が出てくる訳ではなく、病気の原因を作っている臓器 （標的）に運ばれ、必要
な時間とクスリの濃度が維持されて初めて治療効果が期待できる。身体の中のクスリの動きは多くの要因に影響されるが、特
に、標的臓器の細胞膜を透過することが必須である。医薬品の開発は効き目を試験管内で評価して活性の高い候補化合
物を絞り込まれるが、標的臓器の細胞膜を透過するかどうかについて評価されないために、これらの化合物を実際に服用
しでも効かないことがほとんどである。つまり、効いて欲しい部位へ運ばれるかどうかを試験管レベルで評価してバランスの
良い化合物を合理的にピックアップすることが重要である。
身体の中でも特に脳、眼、胎盤、精巣などの重要な組織は、特殊な働きをする関門によって守られている。クスリをこれ
らの組織の中へ運ぶには、その関門を通り抜けることが必要である。これらの関門の機能はほとんど解明されていない為に、
クスリが通り抜けるルートは充分に分かっていないというのが現状である。
未来バイオ創製分野では、特に、脳と眼の疾患治療薬に焦点を絞り、 「脳及び眼組織関門のスクリーニング系」の開発
を目指している。さらに、各関門の働きを担っている細胞膜輸送担体の設計図 （遺伝子配列）を解読し、それぞれの輸
送担体の機能を解明し、 「脳や眼にクスリを運び込む新しいルート」を開拓することを目指している。これらの目標を達成す
る過程で生まれる創薬・創剤技術は新世紀の医薬品開発産業に大きく貢献することが期待される。
2研究の成果
＠ 
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ラット
血液網膜関門（iBRB)
網膜毛細血
管内皮細胞
棟的細胞分画型，－一～＼
l ·~. J 
33・cにおける 合
T抗原活性化 ’ ω 
＋一一ン円単躍 I 
条件的不死
細胞株樹立
f‘邑〕
図1 血液脳関門、血液脳脊髄液関門、血液網膜関門と
条件的不死化細胞株樹立方法
温度が33度で活性型で37度で不活性型になる温度感受性SV40T－抗原遺伝子導入トランスジ、エニックマウス及びラットを
本学加齢医学研究所の帯刀教授が開発された。この動物の供与を受け、図lの右側に示した手法を用いて、マウス脳毛
細血管内皮細胞について条件的不死化細胞株を樹立した。この細胞株（TMBBB）の特性を詳細に解析したところ、アル
カリフォスファターゼ、ガンマーグルタミルトランスペプチダーゼの活性が高いことが示された。また、 RT-PCRi.去を用いて解
析したところ、血管内皮細胞の重要な指標であるvonWillebrand factorが発現していることが遺伝子レベルで、明らかになっ
た。さらに、脳毛細血管内皮細胞の重要な機能であるグルコースを血液から脳内へ運ぶ輸送担体GLUT-Iが発現している
ことがWest巴rnblot法で証明された。 この輸送担体のMichaelis定数を測定したところ invivoに等しい値が得られたことか
ら、 invivoで発現している輸送系と同じものがTM-BBBで発現していることが示された。 さらに、脳毛細血管内皮細胞の
重要な働きとして、 P－糖蛋白が薬物などの異物を脳から血液中に排出することを1992年に私達は世界で初めて明らかにし
たが、このP－糖蛋白がTM-BBBに発現していることを実証することができた。特に、 invivo系で脳毛細血管内皮細胞に
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発現しているmdrla遺伝子がTM-BBBで、も発現していることがRT-PCR？去を用いた解析によって明らかにすることがで尽きた。
一方、 TMBBBは培養温度の違いによって細胞内のSV40T抗原の活性が異なることを利用した条件的不死化細胞である。
実際に、樹立した細胞株が培養温度を33度、 37度、 39度で比較解析したところ、 37度と39度では顕著に増殖速度が
低下することが示された。 したがって、この細胞は期待したようにSV40T抗原の活性を培養温度で制御することができる条
件的不死化細胞で、あることが明らかになった。
脳毛細血管内皮細胞は細胞容積比では脳内のわずか0.1%しか占めないために、その単離が非常に困難である。従来
の方法では、数百グラムの牛大脳から数回分のスクリーニングにしか使えない僅かな量の脳毛細血管内皮細胞が調整でき
ただけで、あったO さらに、これらの初代培養細胞はロyト間で特性が異なることがしばしば見られスクリーニング系には適して
いなかったO また、 wildtypeのSV40T・抗原遺伝子を単離した細胞に導入する方法も過去に報告されている。 しかし、こ
の方法で調整した脳毛細血管内度細胞の不死化細胞株はinvivoに比べて著しく異なるの特性を有している為に、スクリー
ニング系として実用的で、はなかった。これに対して、樹立したTM-BBBは、 invivoに比較的近い特性を有していること、
大量に培養することで同一ロットでスクリーニング系として用いることができるという長所を有していることが分かったO
3展望
図llこ示したように、血液脳関門の実体は脳毛細血管内皮細胞であるが、この周りを星状膝細胞、周皮細胞などが囲ん
でおり、これらの細胞によって、その働きが制御されていると推察されている。しかし、その実体はほとんど解明されていな
い。よりmvivoの特性を反映した医薬品のスクリーニング系を開発するには、これらの細胞の条件的不死化細胞株を樹立
する必要がある。これらの細胞株との共培養系を開発することで、理想的なinvitroスクリーニング系が構築できると考えて
いる。さらに、血液脳脊髄液関門、血液網膜関門についても、同様に細胞株を樹立していく予定である。
第2の目標である薬物のルートの設計図を解読する研究も、現在、取り組みを開始したところで、ある。今後は、 TM-BBB
を用いてcDNAcloningを行って関門を構成している輸送担体遺伝子配列とその機能を解明していく予定である。
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注2 「現在のプロジェクト名」欄については、当センターとして実施しているプロジェクトではありま
せん。
企開墾技術共同研究セン主三店塾教室二箪
結谷厚生 身分教授 所属学際科学研究センタ
微粒子、クラスター、先学材料、炭素材料
研究者名 簿、問品質lj 身分教授 所属東北アジア研究センター
キーワード 高温でガスを発生する＆応‘の解析、廃棄物の処理、ロシア・中国および韓関の技術情報
研究テーマ 廃棄物の有効利用に関する研究
棺談夏び共向研究可能なテーマ分野 東北アジア地域における技術移転（特に、環境、エネルギー関連技術｝
現夜の研究プロジェクト名 上宮城県を対象とした溺生物データベースの構築とネットワーク形成のためのケーススタデイ
2.廃棄物溶融炉内反志の熱力学シミュレーション解析
3. ロシアの非主流ハイテク技術の評部と実用化可能性に関する諌査研究
4網ロシアとE拘留を対象国とした議室効果ガス削減共同実施スキーム確立の為の基本務資
研究者名 高間敏文 身分教授 所緩経済学部経営学科
キ…ワード 財務諸表の適正性、経営情報の共有化、内部統制の構築と評価
研究者名 福嶋路 身分助教授 所属経済学部
キーワード 組織、経営戦略、組織関関係（ネットワーク）、イノベーション、地域
研究テ…マ 地域ネットワークが企業活動に与える影響
相談及び共同研究可能なテーマ分野 経営戦略論、総織論に関わる分野
研究者名 西i事昭夫 身分 NICHe露目センタ…長、教授所属経済学研究科
キーワード ベンチャー企業、ベンチャーファイナンス、ビジネスプラン評備、ピジネスエンジェ｝（，＇
ジュニア・マーケット分析
研究テ…マ ベンチャー食業政策変びファイナンスの憧際比較
格談夜び共同研究可能なテ…マ分野 ベンチャーファイナンス茨び株式公翻など
現在の萌究プロジェクト名 L 産学連携と地域振興など
研究者名 増田総 身分助教授 所属経済学研究科地域計部研究室
キーワード 地域開発、都市計画、地域政策、自治体基本構想・総合計閥、都市開発
研究テーマ 地域計画（計画策定課程の政策科学的研究）、都市解析｛都市構造に関する禁間的情報処理）
相談及び共同研究可能なテーマ分野 地方自治体の計画システムの再構築、地理情報システム（GIS）技術
による新境事業の展開
現在の研究ブロジェクト名 1.防災型都市計磁・土地利用計臓の展望：都市MPと地域防災計画
2.中国における外資導入と地域開発：経済技術開発区を事鰐に
3.都市計画・都市経営思想、の研究
4.環境情報システムを活用したまちづくり
研究者名 権奇脅 身分助教授 所属経済学研究科環花応用経済科学専攻
キーワード 国の共向研究開発、地域の科学技術振興政策、知識創造のマネジメント、科学技術政策
研究テーマ 日本における関家共問研究開発挙業の展開に関する政策とマネジメント、地域における研究開発支媛政策｜
相談及び共間研究可能なテーマ分野 地域における研究開発支援政策
現烹の研究プロジェクト名 1. 日本における関家共同研究開発プロジェクトの形成プロセスとマネジメント
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井出宏之 身分教授 所務理学研究科生物学専攻
動物の器官、四段の発生、再生の問題、細胞培養、臓器気基資材料、遺伝子発現
加藤秀生 身分教授 所属 理学研究科的属臨海実験所・海洋食物学
動物肢の形態形成の分子機構、嬬組接着、細腹移動、免疫化学、モノクローン抗体
研究者名 所属 工学研究科機械知能工学専攻
キ…ワード 非破壊検査、材料強境、議子デバイスの強境問題、表面の高強度化技術、電流がらみの材料・強境問題
研究テーマ 材料の非破壊評価
相談及び共同研究可能なテーマ分野 非破壊計測・評価
現在の研究プロジェクト名 1.マイクロ波による誘電体材料の非破壊評揺
2.電流による急裂の非破壊評価
研究者名 渡漣志雄
3.超音波によるさ裂の非破壊評俄
4剥微小材料の強度評錨
身分教授 所属工学研究科機械知能工学専攻
キーワード 機械材料、材料界面表爵設計制御、材料脆性破壊寄せ御、材料機能設計、結晶粒界設計制御
研究者名 小柳光正 身分教授 所続工学研究科機械知能工学専攻
キーワ…ド 集積回路、半導体素子、並列計算機、マイクロプロセッサ、光竜子集積回路、シリコンシステム集積
研究者名
化技術、実装技術、インテリジょにントセンサ，ディスプレイシステム、視覚情報処理システム、脳懇
コンビュータ
薬野浩之 身分講師 所属 工学研究科機械知能工学専攻郵芯設計学講座
キ…ワード 極微級デバイス、半導体微鰻加工技術とその応用、各種半導体シミュレ…ション、科学技術専用王子列
計算機設計
研究テーマ 半導体デパイス・プロセス技術、 LSI実裟技術、計算機システム研究
相談設び共！湾研究可能なテーマ分野 半導体実装技術｛マイクロバンプ形成等入デバイス、プロ々 ス技術、システム設計
環夜の研究プロジェクト名 1.実装まで含めて従来のLSI技術を大きく変える3次元集横閉路の研究
研究者名 小菅 …弘
2.ボード上でのチップ間光インターコネクションの研究
3.特定アプリケーション専用の並列計算機システムの研究
4.模機細半導体素子のプロセス及びデバイス研究
身分教授 所属工学研究科機械知能工学専攻
キーワード ロポットの力桜御技術とそのお用、逮捕操作技術とその応用、入の作業を支援するロボット技術、ネッ
トワークオベレーション、複数のロボットの協調制御技術とその応用
研究テーマ 人間支援製ロ＊＇ット、ネットワーク型ロポット、ロボット技術の実社会への応用研究など
相談及び共障研党可能なテーマ分野 口ポット技術の実社会・実問題への定、用、特に民生品への時用、新システムの開発
現主主の研究ブロジニtクト名 I.移動・分散諜ロボットヘルパーシステム
2.複数分散型ロボットシステムとその串用に持する研究
3，ロボットの知能fととネットワーク型ロボットシステムに関する研究
4.物体のマニピュレーションの理論的解明とそのr.f5凋
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研究者名 太図照和 身分教授
キーワ…ド 熱工学、流体潤滑
研究テーマ 熱流体工学
相談及び共間研究可能なテーマ分野 流体の流れおよび熱告導、熱交換器、流体寝滑
現在の研究プロジェクト名 l.複雑乱流の権造と熱伝逮
所属工学研究科機械知能工学専攻
2.キャピテーシ 3ンを伴う高速液流
3場数値熱流体解析
4.管郡の熱法違
小野崇人 身分譲鰐 所属工学研究科機械電子工学専攻
プロープ顕微鏡、近接場光学、表部分析ナノマシニング、マイクロマシニング、
研究者名
?
身分勤王子 所属工学研究科機械電子工学専攻
キーワード マイクロマシニング、センサ一、マイクロアクチュエー夕、低侵襲医療、能動カデーテル
研究テーマ 能動カテーテル（Activecatheter) 
相談及び共！可研究可能なテーマ分野 マイクロマシン技術の医療定、府
現在の研究プロジょにクト名 1‘能動カテーテル
2.経細径光ファイパ圧力センサ
3. カテーテル用集議化超音波イメージャ
4.カテーテル先端のf立麓・姿勢を検出する剖センサシステム
研究者名 和田 身分教授 所属工学研究科機械電子工学専攻
キーワード 聴覚、音、振動、計灘、コンピュータシミュレ…ション
研究テーマ Auditory Mεch組 ics
欄談及び共持研究OJ総なテーマ分野 聴覚全般
現在の研究プロジェクト名 1. レーザスペックルによるナノメータレベルの鼓膜振動挙動の可授北
2. Finite主lementMethod (FEM）による中耳の最適術式の決定
3.新方式の補総務の開発
4.篭気刺激に戸i期して変形する感覚級縁仏JterHair Ce! I （伐むの変形メカニズム解明
研究者名 佐藤正明 身分教授 所属工学研究科機綾電子工学専攻
キーワード 血液循環、バイオメカニクス、内皮細襲、動脈硬化、主主体計測
研究テーマ 主主体組織のバイオメカニクス
相談設び共同研究可能なテーマ分野 生体組織の力学計調lj、lfn.i・夜循環系の動態許瀦および疾患の非侵襲的診断装
震の開発
現礁の研究プロジェクト名 1.大動脈癒破裂の添期診断システムの開発
2.血管壁組織の力学特性
3.細脆の力学的刺激に対する応答機講の解明
4.動販硬化の発生機構と早期診断指標の解明のための生体工学的研究
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研究者名 松本健郎 身分助教授 所属 工学研究科機械電子工学専攻
キーワード バイオメカニクス、人工臓器、動脈硬化、高血圧、動脈癌
研究テーマ 血液循環系および生体軟組織のバイオメカニクス
相談及び共同研究可能なテーマ分野 血液循環系および脊髄組織のバイオメカニクス，皮膚の力学特性の計測
現在の研究プロジ、エクト名 1.血管壁内の応力・ひずみ分布の解析
2.血管平滑筋の力学特性の計測
3.大動脈癌破裂診断支援システムの開発に関する研究
4.皮膚の力学特性の計測
研究者名 j青野慧 身分教授 所属工学研究科機械電子工学専攻
所属学会 精密工学会、日本機会学会、日本設計工学会
キーワード 変位や形状の精密計測、位置や運動の精密制御、機上での計測（オンマシン計測）、多自由度の位置・
姿勢検出、幾何学量計測用超精密センサ
研究テーマ 精密計測、知的精密計測
相談及び共同研究可能なテーマ分野 精密計測、インプロセス形状計測センサの校正
現在の研究プロジェクト名 1.角度センサを使った2次元エンコーダシステム
2.センサの自律校正法
3.マイクロレンズの形状計測
4.ベン先移動方向のセンシング
研究者名 高偉 身分助教授 所属工学研究科機械電子工学専攻
キーワード 精密測定、応用光学分野、センサ技術
研究テーマ 超精密計測に関する研究
相談及び共同研究可能なテーマ分野 計測工学
現在の研究プロジェクト名 1.工作機械主軸の回転運動精度の精密計測
2.真宜度・真円度の超精密測定
研究者名 張世宙
3.超精密加工におけるインプロセス力計測
4.ナノ機械加工の研究
身分助手 所属工学研究科機械電子工学専攻
キーワード 精密測定、光応用計測、精密機械
研究者名 加藤康司 身分教授 所属工学研究科機械電子工学専攻
キーワード 表面ミクロ構造設計、接触面設計、付着制御、摩擦制御、摩耗制御、精密加工、摩擦駆動、コーティング
研究テーマ Tribologyの基礎研究と応用研究
相談及び共同研究可能なテーマ分野 Tribologyの応用研究
現在の研究プロジェクト名 1.水潤滑下のセラミックスの焼き付きに及ぼす表面微細パターンの影響
2.摩擦音の発生機構の研究
3.超高真空中転がり軸受けのトライボコーテイング潤滑の研究
4.窒化炭素膜とセラミックスの摩擦における窒素ガスの潤滑効果
研究者名 羽根一博 身分教授 所属工学研究科機械電子工学専攻
キーワード 光センサ一、レーザ一応用計測、マイクロマシンの光学への応用、精密機械用光計測
研究テーマ 光学と機械工学の融合
相談及び共同研究可能なテーマ分野 レーザ、光計測、光部品、マイクロマシン、メカトロニクス
現在の研究プロジェクト名 1. メカトロニクス用光センサの開発
2.マイクロマシニングによる光部品の開発
3. レーザを用いた光計測
4.光関係の精密機械
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研究者名 長南征二 身分教授 所属工学研究科機械電子工学専攻
キーワード 情報機器、機能性材料、メカトロニクス、感性計測、センサー・アクチュエータ
研究者名 江鐘偉 身分助教授 所属工学研究科機械電子工学専攻
キーワード メカトロニクス、圧電センサ・アクチュエー夕、磁気ディスク・ヘッド、医療用触診センサシステム
構造物のヘルスモニタリング
研究者名 内山勝 身分教授 所属工学研究科航空宇宙工学専攻
キーワード ロボット、制御、メカトロニクス、宇宙
研究テーマ パラレルロボット、柔軟ロボット、振動制御、遠隔操作、ハブティックインタフェース
相談及び共同研究可能なテーマ分野 パラレルメカニズム、柔軟ロボット、ハプティックインタフェース、パー
チャルリアリテイ
現在の研究プロジェクト名 1.双腕で、高技能の宇宙ロボット遠隔操作し、トラスなどの構造物を組み立てる
研究者名 関根英樹
2.双腕で、フレキシプルなマニピュレータにより、スピン衛星の捕獲作業を実施する
3.パラレル機構応用の高速モーションテーブルによりハイブリッドシミュレーションを行う
4.パラレルリンク高速ロボットの高技能作業システム構築及び高精度化
身分教授 所属工学研究科航空宇宙工学専攻
キーワード 複合材料、複合構造の設計・モデリング・計算機援用技術
研究テーマ 航空宇宙複合構造・材料の数値援用設計に関する研究
相談及び共同研究可能なテーマ分野 固体力学を基礎とした数値援用設計技術
現在の研究プロジェクト名 1.経年航空機構造の再新生技術開発プロジェクト
研究者名 新妻弘明
2. UK-Japan Joint Project on Innovations in the Predictive Design Methodol-
ogy of Structural Fibre Composites 
3.先進複合材料のミクロ・メゾ連成特性発現の物理的モデリング研究プロジェクト
身分教授 所属工学研究科地球工学専攻
キーワード 地下計測・探査、地下ミクロセンシング、地熱エネルギー開発
研究テーマ 地下計測・探査、防災、環境計測、エネルギー・資源開発のための新しい計測法の開発
相談及び共同研究可能なテーマ分野 電気計測、信号処理全般。地下計測・探査全般。地熱開発利用。 AE計測。
微小地震計測。
現在の研究プロジェクト名 1.地下マイクロセンシングプロジェクト（マイクロセンサーによる地下計測・探査）
2. MTC川田P町プロジェクト（次世代地熱開発の貯留層評価に関する国際共同研究）
研究者名 松木浩二 身分教授 所属工学研究科地球工学専攻
キーワード ウォータージェットによる岩石などの切削・掘削法、応力解放法やコアを用いた地圧測定法、脆性材
料の破壊靭性評価法 岩石の力学的性質の評価法 岩盤構造物の安定性
研究者名 中塚勝人 身分教授 所属工学研究科地球工学専攻
キーワード 鉱物微粒子、表面処理、鉱物物性、地熱利用、地熱探査
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研究者名 榎本 身分教授 所属丁a学研究科地球工学専攻
キーワード 粉じん爆発、エネルギ…資源、水熱反応、による有機廃棄物の資i源化、微生物EOR
研究テーマ 炭若者資エネルギ…資源、の開発と利用、高逼高圧水を反応＝溶媒とする抵質エネル午、｝資源の寓質化と
機廃棄物の資源北
相談及び共開研究可能なテーマ分野 議議高圧水を法定、溶媒とする有機廃棄物の資源化
現症の研究プロジェクト名 l. i霊式様化反応による農水援業廃棄物からの低環境関符翠路面凍結防止剤の製造技術開発
2，オイルサンドの新開発法と一体化したオンサイト改質プロセスに関する研究
研究務名 持田三期
3.水熱反誌による有機物箕の循環的資源北泉町、における水の作用機構に携する研究
4事微生物を利用した石油の増進即収ブイーjレドテストに関する国際共詞研究
身分教授 所属 工学研究科量子エネルギー工学専攻
キーワ…ド 高性能・高効率の熱交換および冷却システム、大型から超小型（デパイス唄センサーなど）の機器に
おける高密度の発熱の処理（冷却、締出）、高；昆流体（液体委主潟、溶融壊などを含む）機器・システム
水・蒸気などの謹相流を扱う機器、エネルギ一利用の最適化
研究テーマ 高負荷を受ける物箕境界における熱・流体・電磁現象の解明と制御に関する研究
相談及び共同研究可能なテーマ分野 旋盟、流、スプレー、多孔賞体等会応用した高揚機器設びマイクロパ…ツの冷却
現在の研究プロジェクト名上高温溶融議による核融合炉ブランケット設びダイパータの高熱負荷熱除去技術の開発
2.数10附／がを越える超高熱流東除熱線界への実験的挑戦
3.流体混合及び二次流れの訴し流計測
4.サブク…ル沸騰流の振動現象
研究者名 北村正晴 身分教媛 所編工学研究科量子エネルギ…工学専攻
キ…ワード 機械システム放葎の早期検出と療関診断、データからの規員!j.法制発見、後械装置の安全性とビュー
マンファクタ…、画像解析とパタ…ン認識・知能化
研究テーマ 大規模機械システムの知能化・高安全化
相談及び共間研究可能なテーマ分野 システム安全性向上／不規鳥変動データの解析／機器異常監視と診断
現夜の研究ブロジヱクト名 l.大規模機械システムのライフサイクル保全方法論と要素技術開発
2.データベースからの類似甑像情報検索手法開発
3.ユーザ…支援型情報提示技法開発
4也君送機能蘭像データの自動解析と法開発晃法研究
研究翁名 石井慶遺 身分教授 所属工学研究科量子エネルギー工学専攻
キーワ…ド 超徴最元素分析（PIXE）、縮施内元素分布の画像化、生体機能画像撮影システム（PET）、超怯導干渉計
(SQUID）による臨磁場スペクトル、 PIXEによる大気、 1、湖、沼、海の汚染監機システム
研究テーマ 加速器を用いた量子画像工学（PIXEカメラ、 PET）の医療・環境への底、府
相談友び共同研究可能なテーマ分野 PIXEによる輯機選元素分析および叩？による生体機能画像診断装置
褒在の研究プロジェクト名 1.PI誌による大気・河川汚染監視システムの開発
阿部勝憲
2. PIXEによる緬抱内元素分布の簡｛象北システムの開発
3.次俊代型3次元PETの開発
4. SQUIDによる綴の高次機能測定システムの需発
身分教授 所属工学研究科
核議合：炉材料、損射損傷、イオンビームによる材料改質・加工、微小試験法
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研究者名 住藤穂、芳 身分数援 所滅工学研究科電気・通信工学専攻
キーワード ブラズマ蒸礎工学、プラズマプロゼシング
研究テ…マ プラズマの基礎と花、用
相談設び共同研究可能なテ…マ分野 プロセス用プラズマ
現在の研究プロジェクト名 1.プロセス用大面積均一プラズマの生成と制御
2. プロセスプラズマ中の電子議度制御とその応用
3.プロセスプラズマゅの微粒子｛ダスト）の徐去・幽寂と壌汚染対策
4. ブラーレンプラズマとその新物質創製への応用
研究箸名 大詔俊揺 身分助教授 所滋工学研究科篭気ー 通信工学専攻
キ…ワード 超｛去導現象の電荷粒子論｛新量子論）による新搭像入に対する電磁界電荷粒子論（新笠子論）に
よる個室草子コンビュータ…創製の重要性
研究者名 飯塚哲 身分助教捜 所属工学研究科電気・通信工学専攻
今一ワード 反応性プラズマの生成と制御、大口径・均一プラズマの金成、プラズマ中電子・イオンエネルギ一部j
御、後投子・魚イオンプラズマ、医療・生体へのプラズマ託子用
研究者名 犬竹正明 身分教授 所属工学研究科 －通器工学専攻
キーワード 高密度プラズマ生成と環境工学への応用、気液2相噴流の帯電現象とその！；芸用、極題パルスミリ波レー
ダとブラズマ診断への応用、宇宙霞気推進機の基礎研究とその応用、字富および核融合プラズマ中の
号車般流体現象の解明
研究者名 様引淳一 身分教授 所凝工学研究科電気・通信工学専攻
今一ワ…ド 超資波計滋I）、超音波顕微鏡、精密材料評錦、電子材料、超音波ょにレクトロニクス
研究テーマ 高周波超音波計測技術の開発とその応用
相談及び共戸i研究可能なテ…マ分野 議線集束ピーム趨王子波誠微鏡による材料解析評価
現在の研究プロジェクト名 1.超音波マイクロスペクトロスコピー技術の開発
2.直線集束ピーム超音波顕微鏡システムとその校正法の開発
3.思議材料の弾性関連物理定数の精管穫の測定
4.弾性表磁波デバイス材料の評締法の開発
研究者名 金井浩 身分助教授 所属工学研究科議気・通信工学専攻
キ…ワード 医用超音波工学、動紙硬化の非侵襲的診断、局所心筋の伸縮弛緩特性の非俊襲的診断、心内庄の非俊
襲的計i郎、室用超音波診断装霞
研究テーマ 新しい提用超音波診断技術の跨発とディジタル龍号処現に関する研究
相訣設び共1湾研究可能なテーマ分野 陸用超音波診断技術
現在の研究プロジヱクト名 1.粥状動脈硬化病変での肌管壌の易破裂性の非侵襲的診断法に隠する研究
2.ニトログリセリンに対する鼠管反芯性の高精度超音波連続許測システムの開発研究
3.血管内超管波画像衡による動採硬化性プラークの粘弾性特性の許波ljと組織性状評
錨の研究
4.超音波による心繊綾上複数点での微小振動の問時計滋IJと解析に関する研究
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研究者名 松本英敏 身分教授 所縁工学研究科電気・
キ…ワード 壊込挺療機器の長期駆動、ハイパーサーミア、生体磁気、磁気応用、非接触電力誌送
研究テーマ 非緩触給電システムの欝発、機能的ハイパ…サーミア、捜込人工臓器の授英語駆動
格議設ぴ共同研究可能なテーマ分野 磁気の陸療器用、磁気応用工学、監療福祉工学
現主の研究プロジェクト名ト高齢者と障害者のための先端的補助方法としての神経・筋系制御｛分担）
2.医用インテリジェント磁気マイクロロボット開発のための基礎研究（分担）
3.議磁霊人工心臓の開発｛分担｝
研究者名 斎藤滋海 身分助教授 所縞工学研究科 ・通信工学専攻
キ…ワード 電力システムの制御、 j運用、計画に関する問題
研究テ…マ 電力システムの制御・選Jf.計画に関わる解析・モデル化手法の研究
相談攻び共間研究可能なテーマ分野 計算機シミュレ…シヨンによる議カネットワークの解析手法や運用計樹手法
現在の研究プロジェクト名 1.電力システムの広域的な安定度監視のためのデータ解析手法の開発
2.電力システムの罷頼度運用における電力貯議長技術の有効利用法
3.分散型電波、そ含む将来の電力システムに関する諸問題の研究
研究者名 ノ食理 身分教授 所属工学研究科 令通信工学専攻
キーワード パワ…エレクトロニタス、太陽光発篭システム、電力用磁気デバイス、議機ノイズ対策機器ィモータ
ドライブ
研究テ…マ 電力用篭子機器の制御、そ…タドライブ、龍力議気応沼、撃力システムに関する研究
相談及び共弼研究可能なテ…マ分野 スイッチトリラクタンスモータのドライブ技術、電力潟磁気デバイスの解
析と応用技術
現在の研究プロジェクト名 1.渡交磁心形可変インダクタを用いた直列方式高速議庄識整器に関する研究
研究務名 郭海蚊 身分助教授 所属工学研究科 . j重器工学専攻
キーワード インパ…タ技術、コンパ…タ技術、モータドライブ方式、制御理論花、用
研究テ…マ 電力用電子機器の鰐｛錦、モ…タドライブに関守る研究
穏該及び共問研究可能なテ…マ分野 スイッチトリラクダンスモータのドライブ技術、ブラシレスDCモータの
制御技術
研究者名 間部健一 身分教授 所滅工学研究科 －通信工学専攻
キ…ワード システム制御、複雑系の同定と制御、不確かな環境における学習アルゴリズム、人工心臓の適応もおj御
医療診断
研究テ…マ 非線形系の知的制御、学留理論とその志潟、ディジタル鱗御系の設計、人工心搬のき発御
相談及び共同研究可能なう子…マ分野 情報、動力機器等の鱗御
研究者名 誠 身分助救援 所属工学研究科電気・通俗工学専攻
キーワード 人工心畿の知的制御と監視、心機能推定システム、人工現実感 チャルリアリティ〉の医療応用
姿勢制御
研究テーマ 人工心轍の制御およびパーチャルリアリテイの医局搭府
相談投び共同研究可能なテーマ分野 心機能推定、人工心識の制御およびバーチャルリアリテイの民用応用
環在の研究プロジェクト名 1.心機能推定
2.人工心臓の鱗御
3.バーチャルリアリティの匪Jff,官、用
4.映像料激の生体影響評価
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研究者名 阿曽弘具 身分教授 所属工学研究科電気・通信工学専攻
キーワード 文書認識手法、文字認識手法、並列処理計算機構の設計手法
研究者名 i事谷邦男 身分教授 所属 工学研究科電気・通信工学専攻
キーワード アンテナ（移動通信用アンテナなど）、電磁界の数値解析、無線工学の応用（医療、計測など）、不要電
波放射の測定
研究テーマ アンテナ・電磁波工学の数値解析法とその応用に関する研究
相談及び共同研究可能なテーマ分野 アンテナ工学、電波工学及び環境電磁工学の応用に
現在の研究プロジェクト名 1.衛星間通信用平面アレーアンテナの設計
2.電磁波の波源推定法に関する研究
3.移動通信用アンテナの設計に関する研究
研究者名 宮城光信 身分教授 所属 工学研究科電気・通信工学専攻
キーワード 医療レーザ用伝送路、赤外中空ファイパ
研究テーマ 高出力レーザ用伝送路ならびに先端デバイスに関する研究
相談及び共同研究可能なテーマ分野 医療、工業加工用赤外伝送路
現在の研究プロジェクト名 1.Er:YAG用中空ファイパの研究
2. co2用中空ファイパの研究
3.高出力近赤外伝送装置の研究
4.エキシマーレーザ一光用伝送路の研究
研究者名 馬場一隆 身分助教授 所属工学研究科電気・通信工学専攻
キーワード 光デバイス（受動デバイス関係）、光材料、光薄膜、光導波路、光計測
研究テーマ 金属ナノクラスターの光テrパイスへの応用
相談及び共同研究可能なテーマ分野 光学薄膜、光導波路、光受動素子
現在の研究プロジェクト名 1. 島状金属薄膜を用いた追記型光ディスクの開発
研究者名 松浦祐司
2.人工異方性媒質を装荷した導波型偏光素子の研究
3.島状金属多層膜を用いた光学フィルタの開発
4.複合島状金属微粒子に基づく新しい光機能性材料の開発
身分助教授 所属工学研究科電気・通信工学専攻
キーワード 赤外レーザ用光ファイパ、エキシマレーザ用光ファイバおよび周辺デバイス
研究テーマ 光伝送路および各種光学素子に関する研究
相談及び共同研究可能なテーマ分野 光ファイパ、紫外・赤外光学素子、レーザ装置
現在の研究プロジェクト名 1.医療用赤外中空ファイパ伝送システム開発
2.エキシマレーザ用ファイパおよびビーム整形装置
3. YAGレーザ伝送用ファイパ
4. x線用キャピラリ光学素子
研究者名 中村信良 身分教授 所属工学研究科電気・通信工学専攻
キーワード 圧電デバイス、圧電アクチュエータ・センサ、弾性表面波デバイス、庄電・強誘電薄膜、超音波応用
研究テーマ 圧電材料と弾性波デバイス
相談及び共同研究可能なテーマ分野 超音波、圧電材料、弾性波デバイス、弾性表面波デバイス、音響光学デバイス
現在の研究プロジェクト名 1.阻E法による圧電薄膜のエピタキシャル成長とその超高周波圧電薄膜共振子への応用
2.ニオプ酸カリウム圧電結晶の圧電特性に関する研究
3.圧電結晶の熱処理により生ずるドメイン反転現象とそのデバイスへの応用
4.高結合横波弾性表面波を利用したチューナブル光フィルタの研究
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研究者名 高橋研 身分教授 所属 工学研究科電子工学専攻
キーワード 磁性材料の物理、磁性薄膜、薄膜作製プロセス、技術磁化
研究者名 荘司弘樹 身分助教授 所属工学研究科電子工学専攻
キーワード 磁性薄膜、薄膜作製プロセス
研究者名 畠山力三 身分教授 所属工学研究科電子工学専攻
キーワード 絶縁破壊、放電、プラスマ、フラーレン、物質合成
研究者名 小谷光司 身分助教授 所属工学研究科電子工学専攻
キーワード 高機能半導体デバイス、高速半導体デバイス・集積回路、知的情報処理技術、
高精度アナログ集積回路、高性能半導体製造技術
研究テーマ 高機能デバイス・回路技術、高速高精度SOIデバイス・回路の研究
相談及び共同研究可能なテーマ分野 半導体デバイス、集積回路設計評価技術、半導体製造技術
現在の研究プロジェクト名 1.金属基盤SOIを用いた超高精度超高速アナログ集積回路の研究
研究者名 内田龍男
2. コードブック空間情報処理による話者認識システムの研究
3. フレックスウェアを用いた高機能集積回路の研究
4.高速・高分解能AID変換回路の研究
身分教授 所属工学研究科電子工学専攻
キーワード 液晶の基礎的性質、液晶ディスプレイ、光エレクトロニクス
研究テーマ 液晶デバイスの物性解明と液晶ディスプレイへの応用
相談及び共同研究可能なテーマ分野 液晶ディスプレイの高性能化および光エレクトロニクスへの応用
現在の研究プロジェクト名 1.液層ディスプレイの高品位化
2.高速液晶ディスプレイの開発
3.超低電力・反射型カラー液晶ディスプレイの開発
4.カラーフィルターを用いないフィールドシーケンシャルカラー液晶ディスプレイの開発
研究者名 川又政征 身分教授 所属工学研究科電子工学専攻
キーワード ディジタル信号処理、画像・映像符号化、画像処理、ディジタルシステム制御
研究者名 星宮望 身分教授 所属工学研究科電子工学専攻
キーワード 生体情報の計測・解析、医用電子機器、神経・筋系の電子的制御、脳の情報処理
所属学会 電子情報通信学会、日本エム・イー学会、電気学会、計測自動制御学会、バイオメカニズム学会、
リハビリテーション医学会、 IEEE、INNS
研究テーマ 生体電子工学／医用電子・生体工学
相談及び共同研究可能なテーマ分野 生体電子工学／医用電子・生体工学
現在の研究プロジェクト名 1.多チャンネル機能的電気刺激による麻海肢の制御
2.神経回路による時系列情報処理
3.生体電子計測一般
研究者名 二見亮弘 身分助教授 所属工学研究科電子工学専攻
キーワード 神経情報工学、ニューラルネットワークモデル、機能的電気刺激、生体情報計測、福祉工学
研究者名 宮崎照宣 身分教授 所属工学研究科応用物理学専攻
キーワード 磁性薄膜、金属人工格子、再生磁気ヘッド、磁気センサ材料、磁気抵抗効果
研究テーマ 磁性と伝導
相談及び共同研究可能なテーマ分野 強磁性材料特に薄膜の磁性と伝導
現在の研究プロジェクト名 1. スピンパルプタイプTMRを利用した高感度再生へ y ド素子の作製
2.ハイブリッド磁性体の微細化プロセスとトンネル再生磁気ヘッドの作製
3.スピントンネル再生磁気ヘッドの開発
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研究者名 梶谷剛 身分教授 所属工学研究科応用物理学専攻
キーワード 中性子回折、結晶構造解析、 X線回折、超伝導性酸化物・水素化合物（水素吸蔵合金）・形状記憶合金
の物理的な性質と結晶構造
研究テーマ 人工酸化物における巨大熱電効果、巨大磁気抵抗効果、超伝導転移
相談及び共同研究可能なテーマ分野 上記物質の生成、性能評価、結晶構造決定（X線、中性子線）
現在の研究プロジェクト名 1. コバルト系酸化物の巨大熱電効果
研究者名 小池洋二
2.マンガン系酸化物の巨大磁気抵抗効果
3.ほう酸系レーザーホスト材料の開発
4. 3次元超伝導結晶の2次元化による転移温度の上昇について
身分教授 所属工学研究科応用物理学専攻
キーワード 高温超伝導酸化物の基礎的物性と応用、新超伝導材料の開発、超伝導材料の合成
研究テーマ 高温超伝導体の基礎物性の研究と新しい超伝導物質の開発
相談及び共同研究可能なテーマ分野 高温超伝導体の基礎物性の研究と新しい超伝導物質の開発
現在の研究プロジェクト名 1.銅酸化物における電荷とスピン秩序の研究
2. TSFZ法による高温超伝導体の大型単結晶の育成
3.元素置換やインターカレーションによる新しい超伝導物質の探索
4.電子レンジによる高温超伝導体の合成
研究者名 板谷謹悟 身分教授 所属工学研究科応用化学専攻
キーワード 走査トンネル顕微鏡、固液界面、電極反応、表面・界面、原子・分子操作
研究テーマ 固体と液体が接する界面で起こる広義の化学反応を原子、分子のレベルで解明し、その高度な制御法
を確立する。
相談及び共同研究可能なテーマ分野 表面、界面の構造を走査トンネル顕微鏡および関連する手法を用いかいめ
いする。特に、電気化学反応の中でも電極触媒、メッキ、腐食、防食、分
子超薄膜、半導体表面の化学エッチング等を研究テーマとしている。
現在の研究プロジェクト名 1.文部省特定領域研究「構造規制電極反応」（代表者：魚崎浩平）の計画班員として
上述の研究を行っている。
2. IBMのチューリヒの研究者と協同で特定なポルフリン化合物の吸着構造を固液界面
で検討している。
3. ソウル大学とはカッリクスアレンに関する研究を協同で行っている。
研究者名 山田宗慶 身分教授 所属工学研究科応用化学専攻
キーワード 石油化学、高品位燃料の合成、触媒の設計・合成、表面の微細構造分析、水素原子の反応
研究テーマ 石油と石油化学、自動車用クリーン燃料、触媒反応、表面分析
相談及び共同研究可能なテーマ分野 石油と石油化学、自動車用クリーン燃料、触媒反応、表面分析
現在の研究プロジェクト名 1.低環境負荷型高品位輸送用燃料の合成
2.高選択的核水素化・脱硫触媒の開発
3.重質油の接触水素化分解反応の解明と触媒開発
研究者名 四ツ柳隆夫 身分教授 所属大学院工学研究科応用化学専攻
キーワード 超高感度無機分析、医療分析、医療分析、分離・精製、検出色素・試薬の探索・設計・合成、分離試
薬の探索・設計・合成
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研究者名 鹿野 身分助教授 所属工学研究科吃鴻化学専攻
キーワード 超微量物紫の分離と検出、環境影響物紫の計i!{lj、生体微量元素の分析、クロマトグラブイー分雛法、
無機地球化学
研究テーマ 洛渡系の分離・計測化学、超徴量無機成分の計漉法開発
相談及び共同研究可能なテ…マ分野 環境・材料・践療における無機分析技術の開発
現症の研究プロジェクト名 1.高速液体クロマトグラフイー..：＼＇－ャピラリ｝電気泳動における機能的先学システムの構築
2.金属錯体システムの分光学的機能創出 近赤外吸うもおよび光jレミネッセンス
3. ミセル・ベシクル・リボゾームなどの僚記総裁化媒体の計測機能場としての利用
研究者名 減i謬松彦 身分助手 所属 応用化学専攻
キーワード マイク o~至極、電気化学センサ、リチウム二次電議
研究テーマ マイクロ電後を用いた酸化還元性機能材料の評価と応用
相談及び共間研究可能なテーマ分野 電池や化学センザ
現症の研究プロジェクト名 1. リチウムイオン電池の高性能化
伊藤隆 身分助手 所属工学研究科応用化学専攻
電気化学センシング、表面の超高感度測定、リチウムイオン2次篭地、分光学的な物質の評髄、表童話
処理分野
身分鈴教授 所属工学研究科？と学工学専攻
キーワード 石炭燃焼・乾留現象の解析、噴霧燃焼のシミュレーション、環境汚染物質（NOx、すす）生成現象の解明、
燃焼時のふく射信熱解析、水素吸議合金利用技術
化学工学会、日本機械学会、日本エネル本…学会、 5本鉄鏡協会、日本燃焼学会、日本伝熱学会
萌究分野 燃焼工学、訟熱工学、移動現象工学
研究テ…マ レースウェイ近傍の移動現象解析、微粉炭燃焼解析、離散要素法によるコークス粉生成過程の解析、
コークス塊内熱応力解析、石炭熱分解モデルの検設、充壌層内部の伝熱・ガス流れ解析、コークス
焼成時の移動現象解析・亀裂進展解析、コークス炉によるコークス製造プロセス、 E料品乾留コークス、
LES による燃焼シミュレ…ション法の開発、すす（カ…ポンブラック）生成シミュレーション、炉内
ふく射伝熱解析、石炭；燃焼飛灰付議現象の解明、純水噴霧を用いた空気中微量物資除去に関するシミュ
レーション、ロータリーキルン内汚詑乾燥特性の数値解析、移動境界を伴う流動現象の解明、メタノー
ル合成成応器の解析
相談及び共同研究可能なテ…マ分野 燃焼、伝熱
現在の研究プロジェクト名研究テーマと一致
研究者名 新井邦夫 身分教授 所属工学研究科化学工学専攻
キ…ワ…ド 超臨界流体技術、趨臨界水、超臨界二被化炭素、化学工学、プロセス開発
研究者名 松本繁 身分教授 所属工学研究科
キーワード j晶度分布などの分布のき葬j御、非線形システムの制御、ゾーンメルティング省プロセス、 PSAの最適還
転、燃料電池システムの解析
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研究考名 猪投宏 身分教授 所属工学研究科附属超臨界議媒研究センター
キ…ワード 超鵠界流体、超臨界抽出、超磁界洗浄、超臨界二酸化炭素、高圧物性推算
研究テ…マ 超臨界流体の溶媒特性の解明とその工学的利用技術の開発
相談投び共間研究可能なテ…マ分野 高圧流体物性、超臨界流体抽出
現在の研究プロジェクト名 1.超臨界C02による環境調和型工業洗浄装置の開発
2.超磁界C02を用いた高分子加工プロセスの開発
3.高温高圧穣域でのWf疫の精密測定装壁の開発
4. メタンハイドレートの＊スト分子交換
研究者名 宮本明 身分教授 所属工学研究科材料化学専攻
キーワード 触媒設計、環境浄化触媒、分子設計、コンピュータケミストリー、ぜオライト
研究テーマ 統合化理論計算システムを活用した原子・龍子レベルでの材料設計
一
穏談及び共同研究可能なテーマ分野 触媒、エレクトロニクス、分離膜、セラミァクス、潤滑など材料金般に関
する分子設計
現症の研究プロジェクト名 1.高速第一原理分子動力学プログラムの関発とエレクトロニクス材料への応用
2.コンビナトリアル計霧化学による複合的触媒機能の原子レベル制御
研究者名 久保高司
3.次世代エレクトロニクス材料としての酸化物人工超格子の原子レベル設討と開発
4.高速化第一原理分子設計手法の開発とトライボケミストリ…への応、用
身分助手 所属工学研究科材料化学専攻
キーワード 酸化物エレクトロニクス材料、組持金属触媒とゼオライト触媒、理論設計、分子動力学法と量子化学
分子計算用プログラム開発
研究テーマ 量子分子動力学法など理論計算プログラムの開発と触媒・エレクトロニクス材料への応用
穏談及び共同婿究可能なテーマ分野 理論計算プログラムの開発とそれを用いた材料設計
現哀の研究プロジスクト名仁枝視1t分子動力学法の開発とエレクトロニクス材料の原子レベル制御への応用
研究者名 遠藤忠 身分教授 所属工学研究科材料化学専攻
キ…ワード 高輝度発光体、有機一無機複合体、マイクロ波加熱構造材料、高温・高佳合成、傾斜機能材料
研究者名 井上祥雄 身分教授 所属工学研究科材料化学導攻
キーワード 金属錯体の合成と反応、有機化合物の合成
研究テーマ 有機金属錯体触媒反応による新有機会成反応、の開発
相談夏ぴ共同研究可能なテーマ分野 有機金属錆体の合成とその忠用
現在の研究プロジェクト名 l.土酸化炭素の路定化
研究者名 関野錨二
2.一酸北炭素の毘定1t
3.二金属触媒作用
4，有機金属を用いる新有機合成疫応の開発
身分教捜 所属工学研究科生物工学専攻
キーワード インプレノイドの主主合成、環境微生物の代謝
研究テーマ 微生物酵素の遺伝さ色化学的研究
相談及び共向研究可能なテーマ分野 微生物の機能、各種加水分解酵素の機能、イソブレノイドの生合成
現在の研究ブロジ、ヱクト名 1.好熱性微生物からの耐熱性酵素の単離と機能解明
2.耐熱性コラゲナーゼの遺佳生化学的研究
3.指質分解酵素の微生物学的および遺伝生化学的研究
4.イソプレノイド生合成酵素の機能変換の研究
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所属工学研究科生物工学専攻
生体分子化学講駿応用Eた物反花、化学分野
所属学会 日本生物工学会、日本農芸化学会、日本北学会、日本生化学会
キーワード 酸素の精製、遺艇二子工学・応用、酸素蛋白質の機能改変、微生物の利用と機能の強化
研究テーマ 微生物機能や静棄の触媒機能の分子機構の解明、ならびに環境保全や産業への応用
格談及び共間研究可能なテーマ分野 微生物の利用に関するテ…マ、酵素の利用に関するテーマ
現在の研究プロジェクト名上分子酵素学的アプローチによる有機廃棄物のバイオリサイクル支援
研究者名
??
身分助教授
2‘植物ツラボノイド化合物の主主合成の分子酵素学
3.糖加水分解酵素のタンパク紫工学とその誌用
4.新規な生花学反応の額拓、機構の解明とその花、用
研究者名 吉野壮太郎 身分教授 所属工学務究科生物工学専攻
キーワード 目的の構造を持つ有機分子の合成、光学異性体（合成、分離、議開）、芳香挨化合物の化学、クロマト
グラフィ…、有機化合物の構造解析
研究テーマ 高度な分子認識機能素子の創製と高選択的不斉合成への応用
相談亙び共間研究可能なテ…マ分野 有機合成化学・有機工業化学分野
現在の研究プロジェクト名 1.芳呑族新規合成反誌の開拓
2.新規ホスト分子、チアカワックスアレーンの餅裂とその機能関括
3.有機触媒反応、の開拓
4.不斉識別材料の開拓
研究者名 野湾康則 身分教授 所属工学研究科生物工学専攻
キーワード 生体機能（光合成長路、呼吸作用）の基礎的機能解明と応、用、各種分党法（核惑気共鳴法、偏光分光
の恭礎と定、用、タンパク質、議佳子の工学技術と応用、ボルフィリン・クロロフィルの化学、生
体膜の機能構造解明
研究テーマ 生体機能解明と応用（光合成反応、呼吸作用人各種分子分光法の基礎と応用
相談及び共同研究可能なテーマ分野 上記の項目、核磁気共鳴法、偏光分光法、ポリフィリン、クロロフィル類
の化学、タンパク葉工学
現住の研究プロジェクト名 l.光合成甥反応、の機構解明と応用
2.思体および溶液高分解災認の応用
3.網践、生体膜の機能構造解明と応用
4.二酸化炭素屈定酵素の機能構造解鴇
研究者名 オミ永 智… 身分教授 所属工学研究科技物工学専攻
キーワード パイオセンサ、織箆操作、臨床検査機器、生体材料のイメージング、有機導電性材料、先学センサ
研究テーマ マイクロバイオセンシングシステムの開発
相談友ぴ共同研究可能なテ…マ分野 局所化学尻誌の解析およびバイオ、化学、環境センサ
現在の研究プロジェクト名 1.マイクロバイオセンシングシステムの開発
2.局所化学N.r.t、の探索とイメージング
3.単一細胞の機能探索とイメージング
4.微粒子操作システムの開発
研究者名 杉本克久 身分教授 所属大学院工学経究科金属工学専攻
キーワード 腐食・防食、耐食材料、表面処理、機能性薄膜、表冨分析
研究者名 原 身分助教授 所属 大学錠工学研究科 金属工学芸事攻
キーワード 腐食・訪食、耐食材料、表爾の分析、委主属およびセラミックス薄膜の作製
研究テーマ 金属の腐食・表部改箕および機能性簿摸の合成に衡する研究
相談及び共同研究可能なテーマ分野 金環の腐食・紡食、耐食材料、表面改索、薄膜作製、表樹解析
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研究者名 目野光江 身分教授 所属工学研究科金緩工学導攻
金篇プロセス工学講漆鉄鋼プロセス工学分野
キーワード 鉄の精製、鉱石の製鎌、金属スクラ 7プの精製、溶けた酸北物の化学耐火物
研究テーマ 主に、鉄鉱石を還記、精錬して綱を製造し、凝闘する迄の工程に関する物理化学的な研究
相談友ぴ共同研究可能なテーマ分野 鉄鏑製造を主とするが、この分野知識の適用可能な高議プロセスに関する
物理化学的研究
現夜の研究プロジェクト名 1.大気中立02悶定化への鉄鋼スラグの適用に関する研究
2膏都市ごみ焼却・溶融処理：がに関する物理化学的研究
3.炭材内装ベレットを用いた新製鉄法の研究
4.高合金鋼の脱酸平衡に関する研究
研究者名 長坂徹也 身分助教授 所滅工学研究科金属工学導攻
キーワード 高溢材料プロセシング、ベ…スメタルのリサイクリング、無機材料の状態問、高温における材料と
体との反感速度
研究テーマ 鉄鋼プロセス工学、腐逼物理化学、不均一系反喜連度論
棺談及び共同研究可能なテ…マ分野 材料プロセス工学、材料の状態関、不均ゅ反応速境
現在の研究ブロジェクト名 1.廃禁物の乾式処理プロセスで生成する瑳鉛含有酸犠イヒ物ダストの熱力学
2.溶融鉄合金…窒素問反応、における界語物理化学現象の解明
3.酸化物系慰i容体の熱力学
4.準安定2相分離合示す材料の相平衡及び状態霞
研究者名 主主口 均百1 身分教授 所属工学研究科金属工学専攻
キ…ワード 溶融金務中介在物除去技術、議磁力会用いた溶融金属のハンドリング技術、材料製造ブロ｛：スにおけ
る移動現象、移動現象のコンピュ…タシミュレーション
研究テーマ 金属製造プロゼスにおける基礎的移動現象に関する研究
格談及び共同研究可能なテーマ分野 プロセス内の流体流動、熱移動、物質移動、粒子移動、化学反応、の機繕解明
現在の研究プロジェクト名 1.溶融会様中非念属介在物の合理的分離・除去法に関わる投子挙動の解明
研究者名 菊池
2.金属製造プロセスへの新しい電磁力忠用に関する基礎研究
3.回路用鍋？告のウエットエッチングにおける移動現象の解明
4.化学気街析出法（CVD法）におけるガスの流れと成膜遼震の研究
身分教授 所属工学研究科金成工学導攻
所属学会 日本鉄鍵協会、日本金筏学会、資源・素材学会、化学工学会、’TheInstitute of Materials(En反land)
キ…ワード 各種反応、の速度解析、環境課和型の金属新製錬、新素材製造法、素材の再生｛リサイクル）、高j昆溶体
の熱力学的性震
研究テーマ 環境調和プロセスに関する王子衡論的・速度論的研究
棺談及び共同研究可能なテーマ分野
現夜の研究プロジェクト名 1.環境調和型次世代張鉛製錬プロセスに関する速度論的研究
2.天熱イルメナイト鉱石のcoガスによる藤元長応速度
3.室長鉛蒸気の酸化史応速度
4‘鉛蓄議池からのPb-Sb合金のリサイクルlこ関する平書簡論的研究
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研究者名 大内千秋 身分教授 所属工学研究科金属工学専攻金属物理化学講滋
キ…ワード 鉄鋼、アルミニウム、チタン材料と特性、加工熱処理、高温での組議麟御、熱間加工、利用技術（接
合、表菌改質、熱処潔｝ 粉末冶金、鋳造、鍛冶
研究テーマ 各種材料の高温反r.15現象の物理北学的手法による解析及び揺工熱処煙による綾織制御
相談友び共持研究可能なテーマ分野 鉄錦、アルミニウム、チタン材料と特性、加士熱処理、高湛での組織制御、
熱関加工、利用技術（接合、表面改葉、熱処理）、粉末冶金、鍛造、鋳造
現寂の研究プロジェクト名 1.半導体材料の製造プロセスにおける融体の物理化学と不純物税御
研究者名 成島尚之
2.金属・半導体・－！：！ラミックス材料の高温・各積環境での表頭良吉、現象の解析とおIH録
3.生体材料用ステンレス鋼及びチタン合金の開発と機能的主意気刺激電極への適用
4.高融点金属の高j員組織制御
身分助教授 所属工学研究科金属工学専攻
キ…ワード シリコン基セラミックスの高蟻酸化および表部プロセス変形、溶融シリコンの微量不純物
研究テーマ 高溢における材料の物理化学的研究
穏談Zえび共同研究可能なテーマ分野
現在の研究プロジェクト名 1.炭先ケイ素の表部プロセス変形
2‘シリコンおよびシリコン慕材料のオゾンガス酸化
3. シリコン議体中の軽元素ユ不純物に関する物現化学的検討
4‘ill-V族化合物半導体挙結晶製造プロセスにおける不純物制御
研究者名 渡辺雅俊 身分助手 所廃工学研究科金属工学専攻
キーワード 酸化物と水との反志、データベースサーバー、インタ…ネットを科用した逮捕協調作業、材料の硫化、
主色体埋め込み議極
研究：務名 lJ村カ 身分教授 所属工学研究科金属工学専攻
キーワ…ド 溶触媒議解による材料製造、落縁填を利用した材料リサイクル、二次電語、熱物↑生計測（粕位、拡散、
研究者名
所犠学会
表面張力、王子連、密度、議導率 癌折感｝
譲 身分助教授 所属工学研究科金属工学専攻
日本金属学会、軽金属学会、資源・素材学会、篭気先学会、日本熱物性学会、表面技術協会、
溶融塩・熱技術協会、 TheElectrochemical Society(USA) 
キーワ…ド 液体金援・溶融壊など、高温の液体を取り扱うプロセス、活性会属を含む合金の製造・精製、電気北
学プロセス（電着など）と電極材料、金属系材料の溶解処環・リサイクル
研究分野 物理化学、議気化学、熱物性
研究テーマ 高温融体の物理イヒ学、溶融主義意気化学、金属材料のリザイクル廃棄物処理
相談設ぴ共同研究可能なテーマ分野 液体金属の物理化学的性賀の測定法、溶融滋を用いる金滋の製造・精製、
溶融滋の取扱い技術
現在の研究プロジェクト名 1.化合物半導体織体の粘性挙動の解明
研究者名 飯島嘉明
2.溶融金属の粘護および密度の精密澱定
3.電池用水素吸蔵合金のリサイクル
4.溶融塩会用いる廃棄物処理
身分教授 所属工学研究科材料物性学専攻
キーワ…ド 金属・合金の熱処理、材料表面の熱処理、材料組織の制御、材料中の水素の鰐題、材料の熱的安定性の問題
研究テーマ 間体材料中の原子拡散淡象の解明とその工学的r.15fl
相談及び共同研究可能なテーマ分野 材料中の原子の鉱教に関係すること、材料組織の議豪、熱処理、など
現夜の請究プロジェクト名上水素吸蔵合金の組織と水楽吸放出i塾経
2，ニ 7ケJv.アルミなどの金属開化合物の構造点欠践と拡散機構
3. シリコンカーバイトやカドミテルルなどの拡散
4.超高純度金属や高純度鉄クロム合金などの体拡散・粒界拡散・転生拡散
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研究者名 深道和明 身分教授 所属工学研究科材料物性学専攻
キーワード 磁性材料、精密計漆lj材料、超機細加工、磁気物性の碁礎研究とそれに関する新しい機能材料の探索
研究テーマ 巨大磁歪材料の開発、スピンパルプ用開発、組繊の開発
相談及び共同研究可能なテーマ分野 インパ一会どの精密磁性・計測材料、磁気記録媒体、磁気ヘッド材料
現在の研究ブロジ、ェクト名 i. r極限サイズ硬磁性物質の創成と新規磁気素子への展開J（未来開拓学術研究推進事業）
研究者名 貝沼亮介 身分助教授 所凝工学研究科材料物性学専攻
キーワード 形状記憶材料、材料組織の制御
研究考名 丸山公一 身分教授 所属工学研究科材料物性学専攻
キーワード 材料の強答と破壊、高議用材料、高温用材料の寿命診断
研究テーマ 無機材料の高温変形と高浪強境
相談凌び共同研究可能なテーマ分野 高進での構造部材の損傷，余寿命評価。高温材料の組織，合金設計
現奈の研究プロジェクト名 1.先進高溢材料一耐熱金属関fヒ合物の実用イヒ
研究者名 小池淳一
2. 2栂チタンアルミナイドの組織安定化による高温強度向上機構の定量的解明
3.マルテンサイト系耐熱鎮の非破壊的余寿命評価法の線発
4. Laves籾およびその他金属関化合物による曹含有マルテンサイト系耐熱鱗の強化機織
身分助教授 所属工学研究科材料物性学専攻
キーワード 薄膜作製と応、力・組織、特性評舗、高温構造材料の機械的性賞、合会の超塑性
研究テ…マ デバイス配線薄膜の変形と破壊、強誘電体薄膜の微細構造と特性、金属合金の超塑性
格設設び共同研究可能なテーマ分野 薄膜の組織・応力と特性、金属・セラミックスの変形
現在の研究プロジェクト名 1 . Al. Cu薄膜のストレスマイグレーシ浸ンの基礎研究
2. PZT薄膜の微細組織と強誘電特性の関係
3.磁性薄膜の微細綴織と磁気特性
4.チタン合金の超襲性と店、カ誘起相変態
研究者名 須藤建 身分教授 所属工学研究科材料物性学専攻
キーワ…ド 化合物ム半導体材料、オプトエレクトロニックデバイス、光通信用半導体、発光ダイオード、結晶完全
？生命lJ御
研究者名 本間基文 身分助教授 所属工学研究科材料物性学専攻
キーワ…ド 永久磁石材料、竜磁波吸収体
研究者名 杉本論 身分助教授 所属工学研究科材料物性学専攻
キーワード 永久磁忘材料、震磁波吸収体
研究者名 David Book 身分講師 所属工学研究科材料物性学専攻
キーワード 永久磁石材料、龍磁波吸収体
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研究者名 龍谷登志夫 身分助手 所属工学研究科材料物性学専攻
キーワード 永久磁石、電磁波吸収体
研究者名 中村元 身分助手 所属工学研究科材料物性学専攻
キーワード 永久磁石材料、電磁波吸収体
研究者名 岡田益男 身分教授 所属工学研究科材料物性学専攻
キーワード ニッケル水素電池、水素吸蔵合金、永久磁石材料、誘電体セラミックス、固体電解質
研究者名 高村仁 身分講師 所属工学研究科材料物性学専攻
キーワード イオン伝導体、酸化物磁性体、機能性セラミクス、水素吸蔵合金、 X線回析
研究テーマ 次世代燃料電池のためのイオン・混合伝導体の開発
相談及び共同研究可能なテーマ分野 イオン伝導体、固体電解質型燃料電池、機能性セラミックス、セラミック
スの欠陥化学
現在の研究プロジェクト名 1.低温作動型酸素イオン・混合伝導体の開発
2.新規Mg基水素吸蔵合金の探索
研究者名 亀川厚則
3.パルスレーザー蒸着法による強誘電体／反強誘電体薄膜の作製と電気特性の評価
4.電気自動車用新規プロトン伝導体の探索
身分助手 所属工学研究科材料物性学専攻
キーワード セラミクス薄膜、誘電体、レーザーアプレーション、水素吸蔵合金、磁性薄膜
研究者名 川崎亮 身分教授 所属工学研究科材料加工プロセス学専攻
キーワード 機能性微小単分散粒子、傾斜機能材料、熱衝撃・熱疲労評価試験
研究者名 粉川博之 身分教授 所属工学研究科材料加工プロセス学専攻
キーワード 金属材料の溶接・接合・切断、材料のミクロ組織、強度、腐食
研究テーマ 溶接・接合に関する材料工学
相談及ぴ共同研究可能なテーマ分野 溶接・接合工学、金属材料工学
現在の研究プロジェクト名 1.粒界制御によるステンレス鋼溶接部の粒界腐食抑制効果
2.摩擦撹祥接合のミク口組織形成機構
研究者名
3.高窒素ステンレス鋼のレーザ溶接における窒素の挙動
4.小型パンチ試験による溶接部の機械的特性の評価
山中一司 身分教授 所属工学研究科材料加工プロセス学専攻
キーワード 超音波深傷、超音波顕微鏡（各種材料、薄膜、コーティングの欠陥、厚さ、材質の評価、レーザー超
音波法（高温での評価）、原子間力顕微鏡（極微小部の評価）
研究者名 久保紘 身分教授 所属工学研究科マテリアル開発系
キーワード 鋳造組織・欠陥の制御、最適鋳造方案シミュレーション、湯流れ・伝熱解析、金属・合金の組織制御
電顕、 X線、中性子回析による結晶解析・動力学解析、セラミックス製造プロセス、金属・誘電体の
相転移
所属学会 金属学会、物理学会、応用物理学会、セラミックス協会、軽金属学会、鉄鋼協会、珪素化学会、 T施、 ASM
研究分野 金属相転移（スピノーダル分解、規則一不規則相転移、マルテンサイト、オメガ相転移）および誘電
体相転移、鋳造、セラミックス、電子顕微鏡
研究テーマ 状態図の理論計算、実用状態図の作成、オメガ相格子相転移の理論解析、イオン結晶のスピノーダル分解、
マルテンサイト変態の前駆現象の解明、鋳造による facet-nonfacet生成メカニズムの解明、鋳造凝固シ
ミュレーションシステム開発、半溶融金属合金の鋳造シミュレーション、売刻犬記憶合金の遠心鋳造技術の
確立
相談及び共同研究可能なテーマ分野 実用分野：金属材料設計（高強度、高靭性）、セラミックス材料設計、鋳造・凝固
理論および百十算刈犬管図、統計力学に基づく相転移解析、固体中の歪みエネルギ計算
1.遠心鋳造による鉄系形状記憶材料の実用化開発（NEDO)現在の研究プロジェクト名
2.半溶融凝固シミュレーションシステム開発（民間企業、 Mg協会）
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研究者名 安斎浩一 身分助教授 所属工学研究科材料加工プロセス学専攻
キーワード 鋳造方案、鋳造条件の最適化、凝甑・湯流れシミュレーション、金属の凝閥、鋳造CAEシステム、ダイカスト
研究テーマ 鋳造設計の最適化、鋳造シミュレーション
相談及び共詞研究可能なテーマ分野 鋳造特にダイカストの不良対策、鋳造CAEソフトの利用技術必よび開発
現をの研究プロジェクト名 1.鋳造CA主ソフト AdStefan3Dの実用化
2.半凝固鋳造法
3.鋳造変形の予測技術
4. ダイカスト生産技術の総会ソフトの開発（菌家プロ）
研究者名 渡辺龍三 身分教授 所属 工学研究科材料加工プロセス学専攻
所属学会 粉体粉末冶金協会、日本金縁学会、臼本セラミックス協会他
キーワード 焼結寸法制御、粉体成形技術、焼結複合材料、熱電変換材料、傾斜機能材料
研究テーマ 粉体加工による傾斜機能材料の設計と製造に関する研究、粒子配列技術の開発と新機能材料への忠用
相談及び共同研究可能なテーマ分野 傾斜機能制御による工業材料の高性能化
現在の研究プロジェクト名 1.複合機能粉体加工プロセス・材料開発｛文部省科研費：特定B（平成1～13年箆））
研究者名 柳j率栄司 身分教授 所属工学研究科土木工学導攻
キーワード 建設残土の再利用リサイクル、地下水汚染の防止と対策、地隷耐護の技術の向上と普及
研究テ…マ 砂地盤の液状北解析、斜面の地譲時変形予測、地下水の汚染と流動
相談及び共開研究可能なテーマ分野 地盤耐震、液状化、斜爾安定、産業廃棄物の再利用、地盤の凍結・凍j二など
現在の研究プロジェクト名 1. Newmark法による地震時における斜面の永久変形建の予渓lj
2剥かき殻の地盤改良材としての湾利用に関する研究
3.液状化による砂地擦の永久変形の予測のためのプログラム開発
研究者名 古野 i等 身分教授 所属工学研究科都市・建築学専攻
キーワード 建築に対する自然エネルギーの利用と評節、空気衛生と換気システム、住宅熱環境と健康性、滋熱ー
湿度環境の評価と制御、都市環境における緑の効果
研究テーマ 住喝の省エネルギー性と健康性、室内空気汚染の実態解明と妨除、環境シミュレーション
相談及び共問研究可能なテーマ分野 健康かつ告書エネルギ…的な桂宅、室内空気汚染と換気、 CFDの応用、都市
の熱空気環境、建築音響
現哀の研究プロジェクト名 1.高性能住宅の性能喜子舗と伎環境設計データペースの携築；こ関する研究 2.人体吸気汚染低
減のための省エネ裂ハイブリッド換気システムの研究機発 3.シックハウスに詩書する化学物質
汚染濃度の実態講査とすまい手の意策課査に関する研究 4.謁湿：譲渡・税奥・吸着作用を持
つゼオライトの居住愛関への賞受渡利用法lこ関サる研究 5.夫弁護湾・冷水パネルの温熱生理反応
に纂づく自動制御に慢する研究 6.ヒートアイランド現象の解析と対策技術の総合務価のため
のおftwarを Platformの鱒発 7.都市総化、都市の風通しの改善毒事によるB王寺島暑熱気候緩和手
法の研究 8.飛砂・飛雪など風による飛散現象に伴う環境際主警の予測手法と防止対策の研究
研究者名 山口育雄
9.空室内資響・寝室気音響設備・騒音の音声伝送に慨する評価と予演すに関する研究 10.高紛者の
ための資環境繋備に関する研究
身分教授 所属工学研究科都市・建築学専攻
キーワード 建物の耐麓改修技術・ハイブリッド構造化技術の向上と普及
研究テ…マ 大窓間構造の弾頭性耐力評価、ハイブリツト構遣の弾塑性挙動、 CFT携迭の設計・施工法
栂談現び共同研究可能なテーマ分野 上記研究テーマ及び、下記研究プロジェクトに示す分野
現在の研究プロジェクト名 1.鉄骨（日形綱）と綱管コンクリート杭との接続法に関する研究
2.矩形断面CFす柱の弾製性挙動に関する研究
3.大空間構造における合理的接合法に関する解析的研究
4.鉄骨構造におけるプレ…スのボルト接合法破断妨JI:に隠する研究
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研究者名 植松康 身分助教授 所属工学研究科都市・建築学専攻
キーワード 構造物の風荷重と耐風設計、建物周辺の風環境（ピル風）の評価と対策、住宅の強風被害予測と対策
（特に、外装材）、屋根上および建物周辺の積雪予測と対策
研究者名 馬場博子 身分助手 所属工学研究科情報・広報企画室
キーワード 経営工学、ネットワーク構築、データベース構築、情報・広報企画
研究者名 庄子哲雄 身分教授 所属工学研究科附属破壊力学応用研究施設
キーワード 材料強度、応力腐食割れ、疲労、寿命予測、事故解析／破壊解析、信頼性、劣化計測、非破壊計測・評価
研究者名 中島美樹子 身分講師 所属 工学研究科 附属破壊力学応用研究施設
キーワード 複合材料の破壊特性評価、材料特性・欠陥の非破壊評価、プラスチックの疲労に関する微視的研究
研究者名 金i賓耕基 身分教授 所属工学研究科大学院農学研究科
キーワード 園芸、果物・野菜・花、生理・生態・形態、光合成産物の転流、糖の代謝
研究者名 山下まり 身分助教授 所属農学研究科
キーワード 生理活性天然物の構造解析、リセプターの解析
研究テーマ 海洋生理活性物質に関する研究
相談及び共同研究可能なテーマ分野 天然物化学
現在の研究プロジェクト名 1.海洋生理活性物質に関する研究
研究者名 勝亦瞭一 身分教授 所属農学研究科応用生命科専攻
キーワード 有用微生物の探索・分離・遺伝育種、有用物質の発酵生産、微生物利用技術による畜産環境の保全
研究テーマ 微生物の代謝工学と有用代謝産物の発酵生産
相談及び共同研究可能なテーマ分野 食品分野での微生物利用技術、微生物による未利用農畜産資源の有効活用
現在の研究プロジェクト名 1. アミノ酸生産菌の代謝工学
2.特殊乳酸菌の代謝特性の解析
3.微生物を利用する食肉保蔵法の開発
4.微生物による食飼料学養価の強化
研究者名 西尾剛 身分教授 所属農学研究科応用生命科学専攻
植物遺伝育種学分野
キーワード 遺伝子組換え、品種改良、植物バイオテクノロジ一、突然変異、植物の生殖機構
研究テーマ 分子遺伝学的手法による植物機能の解明と育種技術の開発
相談及び共同研究可能なテーマ分野 植物のバイオテクノロジー
現在の研究プロジェクト名 1.植物の自家不和合性の遺伝学的解析
研究者名 高橋英樹
2.アブラナ科作物の遺伝育種学
3.アブラナ科植物の系統保存
身分助教授 所属農学研究科応用生命科学専攻
植物機能科学講座植物病理学分野
キーワード 形質転換植物、植物ウイルスベクタ一、植物の病害抵抗性に関わる情報伝達機構
研究テーマ 病原微生物と植物の相互作用を分子レベルで研究
相談及び共同研究可能なテーマ分野 遺伝子導入技術を用いた耐病性植物の作出
現在の研究プロジェクト名 1.植物ウイルス抵抗性におけるシグナル伝達機構の解明
研究者名 堀口剛 身分教授 所属情報科学研究科
キーワード 超薄膜磁性体の理論、交通流のシュミレーション、函像からのノイズの除去
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危割強制題連費窓辺一／納税…覧
海老浮主選 身分教授 所属情報科学研究科
高議超伝導の理論、高磁場下における超伝導特性の理論、緩微小テ2パイスにおける議予の景子効果、
トンネルデバイスの基礎理論
丸間章 身分教授 所属情報科学研究科
理論計算機科学、計算理論、アルゴリズムの設計と解析、機械学環、巨大データベ…スからの知識発見
瀧本英二 身分助教授 所属情報科学研究科
言十第論的学管理論、理論許舞機科学、計算の緩雑さ、機械学習の基礎、百大データベースからの知識発見
亀出光隆 身分教授 所属情報科学研究科情報基礎科学専攻
キーワード 知能集積システム、システムむ.SI、高性能汎.SIプロセッサ、多鍍集積システム、リアルワールド応、
用｛ロボッテフイクス、潟安全システム等）
研究テーマ リアルワールド正、用知能集積システム（マルチメディア応用、高安全知能システムなど）
相談及び共同研究可能なテーマ分野 集積回路、 VLSIブロセヅサ、システム凶I、リアルワー ルド盛期知能集積システム
現在の研究プロジェクト名 1.マルチメディア応用3次元蘭像処理VLSIブロセッザの開発に関する研究
研究者名 羽生 聖堂弘
2.高安全知能自動車用VLSIプロセッサの開発に関する研究
3，ロジックインメモリ多値集積部絡の開発に演する研究
身分助教授 所属情報科学研究科
キ…ワード 多依情報処理とその高性能VLS Iシステムへの応用
研究者名 伊藤 襲安芸美 身分教授 所属情報科学研究科
キーワード ソフトウエア薬礎科学〈プログラミング言諾やソフトウエアの設計・作成・検証）、投手帳己号計算とその
応用｛並列LISPと人工知能への応用）
研究者名 樋口瀧雄 身分教授 所属情報科学研究科 システム情報科学専攻
キーワード ディジタル鎗号処理、回路とシステム、 Beyond…BinaryComputing企Sign語iProcessing 
研究テーマ ディジタル信号処理とマイクロエレクトロニクス
相談及び共間研究可能なテ…マ分野 離数アルゴリズム，ディジタル信号処理，マイクロプロセッサ， VLSI関付支持j
現在の研究プロジェクト名 1. 2進数演算を越える新しいディジタル計算の想論と応、用に関する研究
研究者名 青木学文
2.知的ディジタル信号処理技術に関する研究
3.新しいVLSI設計技術に関する研究
4.分子コンピュータに関する研究
身分爵教授 所諸 情報科学研究科 システム情報科学専攻
キ…ワード 呪.SIアーキテクチャ、れ.SI設計技術、ディジタル惜号処理、バイオ／分子コンピューティング、ハ
ドウェアのアルゴリズム
研究テーマ ディジタル器号処理とマイクロエレクトロニクス
相談及び共同研究可能なテーマ分野 離散アルゴリズム、ディジタル信号処理、マイクロプロセッサ、 VLSI設計技術
現在の研究プロジェクト名 1. 2進数演算を越える新しいディジタル計算の環論と応用に関する研究
2.知的ディジタル器管処理技術に関する研究
3.新しいVLSI設計技術に鱗する研究
4.分子コンピュータに関する研究
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キーワード 主主体信号処理、 システム・モデル、神経および神経閉路網モデル、脳神経科学、医用電子・
工学分野
研究テーマ 脳・ 5主体システムのモデリング
相談攻び共同研究可能なテーマ分野 医用電子生体工学、生体信号処理
現在の研究プロジェクト名 1.神経回路網モデルのダイナミクス解析
研究者名 河村能人
2.サーカディアンリズムモデルの構築
3.療聖堂脳波の解析
4.心臓JfI1管系信号処理
身分助教授 所属 委主属材料研究所
キーワード アモルファス合金粉末の罷免成形、急速凝固アルミニウム合金、アモルファス合金の成形と加工、結
塑性、アモルファス合金の機械的性質、ガスアトマイス、急速凝国粉末の作成と鴎化成形
アモルツァス合金およびナノ結品合金の路発と成形加工
相談及び共同研究可能なテーマ分野 アモルファス合金およびナノ結晶合金の開発と成形加工
張 j嘉 身分助手 金属材料研究所
念、冷凝固、非品質合金の物性とM5用、非品質合金の物性、非品質合金の作製技術
研究者名 高梨弘毅 身分助教授 所属 金濡材料研究所・磁性材料学部門
キーワード 織性薄襲、人工格子およびグラニュラ…構造体の合成・評鱒砂議気物性、巨大感気抵拭効果、スピン
依存トンネル効果
研究テーマ 金属人工格子、グラニュラ…膜等の微小構造制御磁？主体における磁性と伝導
相談投び共樗研究可能なテーマ分野 磁性薄膜材料の作裂、物性とその応用（特に磁気抵抗効長誌について｝
研究者名 花田修治 身分教授 所属金属材料研究所
キーワード 金属開化合物の加工及び構造材料へのL官、用、チタン設びチタン合金の組織と強度、粉末作製、ブラズ
マ溶射投びレーザー処理による表面改紫
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身分教授 所車高 金縁材料研究所
ド 篭子顕機鏡、微細構造、永久磁石、セラミックス、復合材料、議結品
研究テ…マ X線復i折および電子顕微鏡による無機材料の結晶構造および微細構造の解析
秘談投ぴ共問研究可能なテーγ分妻子 宮章子顕微鏡による材料の微細構造の研究
現在の研究プロジェクト名ト永久磁石の保磁力と微細構造の関係
研究者名
所属学会
キーワード
研究分野
浅見勝彦
2.超塑性を示す複合材料の撤細組織
3壷準結晶の構造解析
4.療結晶の近似結晶棺の構造解析
身分助教授 所滅 金総材料研究所
腐食妨食協会、 ElectrochemicalSocie旬、金属学会、鉄鎖学会
非平衡物議の開発と応用、高会福？食合金、触媒材料、生体材料、表面分析
金属表面化学
研究テーマ 非平衡物衰の開発と克、用、路樹食合金、触媒材料、生体材料、表面分析
相談及び共問研究り告をなテーマ分野 金成表面化学、特に表面分析による評錨および耐食性の評怨方法など
研究者名 a色実 身分教授 所属素材工学研究所
キーワード 高純護金属、北合物半導体、金属簿族、分離・精製
研究テーマ 蕊織純度金属および化合物半導体の作製と評価
抱談及び共［句研究可能なテ…マ分野 金属および化合物の超高純彦主化
現殺の研究ブロジぶクト名 l.金属の超高純変化プロセスの開発
研究者名 島田
2.高純度金属薄膜の作製と特性制御
3. 設叩羽族化合物半導体パルク及び薄膜I挙結晶の成長と評価
4.水素プラズマ安利用した新規精製プロセスの開発
身分教授 所属素材工学研究所
キーワード 高強度高級’性セラミックス材料、セラミ yクスの篭気的性賞、発光セラミ yクス材料、セラミックス
の焼結民庇、
研究テーマ 高次構造斜御による潟機能先端セラミックス素材の創製に関する研究
相談投び共問研究可能なテーマ分野 機能性および構造用セラミックス創援に関する技術謀総についての根談
現在の研究プロジェクト名 1.高次構造制御機能融合セラミァクス素材の跨発研究
研究者名 山部耕太
2.高輝度発光セラミックス材料の開発研究
3.多成分系酸先物セラミ yクスの合成と特性評価
4.多成分系機能性金様窒化物の合成と特性評価
身分助手 所護 主管材工学研究所
キ…ワード ：燃焼電泌発電技術、電気化学測定、霞綴材料合成（酸化物、硫化物等）
研究遣を名 早稲EH 嘉夫 身分教授 所属素材工学研究所
キーワード X線を利用した金縞ー半導体・セラミックスの微娼携造解析、高温における金属・半導体・セラミツ
クスの熱伝導怒r~lj定、 X線の金反射・表面開折法などによる液体の表面／界面の評価、 X線光電子分党
法などによる素材微少諮あるいは極表面の組成評価、希少金属の再資源fとおよび素材
などの非周期系物衰の構造と物性に関する研究、素材再生プロセスに関する研究
新素材創製のための成すこ． レベル評価に関する研究
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度三 身分教授 所属素材工学研究所義子精製研究分野
鉄鋼精錬、金属・合金の凝君、介夜物・析出物、偏析と割れ
鉄鋸の精錬・ J疑盟段階における酸化物系介在物の制御と利用
脱酸、凝題前後の介夜物形成と組織制御
炭材（まま炭・コークスなど）燃焼ブo-tス、粉体の塊成化｛燃申書）、；燃焼ブロセスにおけるダイオキシ
ン類の抵減、窒素酸化物（NOx）の1低減物質の非破壊構造観察（X線CTスキャンによる〉
研究テーマ 基幹金属素材の製鎌プロセスとそれを思織した素材再生、およびダイオキシン類やば>x,SOxな
境汚染・負荷物錠の排出抑制・制御に関する研究
相談投ぴ共同研究可能なテーマ分野 炭素系燃料の；燃焼とこれに伴う環境負荷物震の斡潟、廃棄物の資滋北と
害化処煙、排熱エネルギ一回収
現在の研究プロジェクト名 1.廃棄物焼却プロ々スにおけるダイオキシン類のゑ成・分解挙動
研究者名 平j事政康
2.鉄鉱石焼給過程におけるダイオキシン類生成メカニズムの解明および発生i誌の低減
3.金属製鎌ダスト類からの有価金環の揺絞および無答化
4. ダイオキシン類など有機滋奉仕合物汚染太壌の高効率浄化プロセスの路発
身分教授 所属 素材工学研究所
約属素材尚生プロセス研究センター
キーワード 高i晶化学反誌の関与するプロセス、ダストからの素材再生など
研究テーマ 無機系廃棄物からの素材再生プロセスに隠する基礎研究
相談及び共時研究可能なテーマ分野 金属製ー精錬反応、プロセス
現在の研究ブロジスクト名上金務酸化物と溢ftピニル含有プラスチックスとの反応急による金属元素の分離・醤収
2. シリカ含有酸化物からの高温選？とによるSiの部収
3網リチウム龍池の素材再生
4. i容議アルミニウムの説水素速度
研究者名 藤村議文 身分教授 所属加齢医学研究所呼吸器再態研究分野
キーワ…ド 臓器の長時間保存、生物体の保存（低温侵i齢、続強上皮細胞機能検査、レ…ザ一光線の殺体への利用
研究テーマ 肺移植と新しい肺癌の外科療法の開発
相談及び共鰐研究可能なテーマ分野 長時間臓器保存を可能にする保存液の開発
現在の研究プロジェクト名 1.肺移植における長時間肺保存の研究
2.肺癌の早期診断j去の開発に認する研究
3.呼吸器外科領域の低侵襲手術法開発の研究
4.紡痛の予後因子からみたオーダ…メード治療法の開発の研究
研究者名 水崎純一部 身分教授 科学計測研究所
キーワード 燃料電池と新型！こ次電池、材料・動作機構、ガスセンサ…、燃焼排ガス制御、 co’NOx・ C02なと二イ
オン機能素子、イオン導電性間体の定、用、エレクトロセラミクス、導電性セラミックスの物性おIH郊と
応用
！日田達也 身分助教授 所属科学芸十機研究所
や…ワード 燃料電池発電技術、高温間体表面界頭、化学センサ一、導寵性酸化物、間体内の拡散
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研究者名 服部武志 身分教授 所属科学計測研究所
キーワード 国体イオニクス、分光計測、光物性、イオンダイナミクス、酸牝物挙結晶および超格子
研究テーマ 凝線系中のイオンダイナミクスの計測法開発とその物性解明
棺談及び共同研究可能なテーマ分野 間体、液体の分光学的計iflj技術とその解釈および超イオン導竜体単結品作製技術
現在の研究プロジェクト名トホールパーニング分光による超イオン導電体のイオンダイナミクスの研究
研究者名 島田寛
2.プロトン導電体超格子の作製とそのプロトンダイナミクスの研究
3.プロトン導篭体単結品のプロトンダイナミクスの研究
4. フェムト秒、党カ…効果によるコヒレントフォノンの研究
身分教授 所属 科学計測研究所
キーワード 綴場の計測、磁性材料の計減、犠牲材料・磁性薄膜（F在などの金疑）作製法と応用
研究テーマ 機能性議性薄膜
相談友び共問研究可能なテーマ分野 磁気計測全般、薄膜作成、真空党学
現在の研究プロジェクト名 1. FePt系磁気記録媒体材料の開発
2.簿膜磁性計測法開発
研究者名 問中通義 身分教授、所長 所属科学計測研究所
キーワード 電子顕微鏡、携造解析、電子関析、竜子携造
研究テーマ 収束議子組折法によるナノメータースケールの精密構造解析
棺談及び共同研究可能なテーマ分野 ナノスケールでの材料評侃
現在の研究プロジェクト名 1.科学技術振興事業開による先端的基盤技術鈎発プロジェクト
高エネルギ一分解能分析寵子顕微鏡
研究者名 新関嵩 身分教授 所属流体科学研究所
キーワード 燃焼技術、燃焼排出物、燃焼の計湖、燃焼シュミレーション、無援力場利用
研究テーマ 燃焼現象の解明と、各種燃焼炉への応用
椴談及び共同研究可能なテーマ分野 燃焼現象全般
現在の研究プロジェクト名 1.燃焼限界と娘界近傍の火災挙動に関する研究
2.高速気流中の；燃焼安定化に関する研究
研究者名 掴山
3.高庄雰閤気におけるか燃焼現象に関する研究
4.乱流燃焼に関する研究
身分教授 所属流体科学研究所
年一ワード エネルギ一、環境、省エネ、伝熱制御
研究テーマ 緩段状態における熱・物資移動現象の制御
相談及び共同研究可能なテーマ分野 ｛え熱制御に関する問題、ふく射伝熱、対流怯熱の制御
現衰の研究プロジェクト名ト複雑系媒体のふく射伝熱現象の解明
i 微小黍力環境における熱・物質移動の制御
3.他干し賞体を用いた能動熱遮断
4.熱電運動素子会溶いた人工筋肉と能動カテーテルの開発
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研究者名 白鳥則郎 身分教授 所属電気通信研究所
キーワード ソフトウエア、エージェント指向プログラミング、インターネット、人間とコンピュータの共生
研究テーマ 人間とコンピュータの共生
相談及び共同研究可能なテーマ分野 情報ネットワークーソフトウェア
研究者名 中村慶久 身分教授 所属電気通信研究所
キーワード 磁気記録、 HDDおよびVTR関連技術、磁気ヘッド、磁気記録再生装置および特性、情報ストレージデ
パイスおよびシステム
研究テーマ 高密度磁気記録ストレージ
相談及び共同研究可能なテーマ分野 磁気記録技術及びそれに関する磁性材料技術
現在の研究プロジェクト名 1.垂直形高密度ストレージ方式
研究者名 沢田康次
2.高分解能磁気ディスク
3.単磁極型磁気ヘッド
4.垂直磁気記録ストレージシステム
身分教授 所属電気通信研究所
キーワード ブレインコンピュータノ設計、生命物理学、非線形物理学
研究者名 中島健介 身分助教授 所属電気通信研究所
キーワード 超伝導エレクトロニクス 低温工学セラミノすス電子材料
研究テーマ 超伝導・低温エレクトロニクス
相談及び共同研究可能なテーマ分野 超伝導、低温利用技術
現在の研究プロジェクト名 1.高温超伝導体単結晶を用いる超高速集積デバイス
研究者名 陳健 身分助教授 所属 電気通信研究所
キーワード 超伝導デバイス、ジョセフソン接合、テラヘルツ検出器、広帯域高温超伝導センサ一、準光学システム
研究テーマ 高温超伝導デバイス及びその応用
相談及び共同研究可能なテーマ分野 高周波デバイス、高感度磁気センサー
現在の研究プロジェクト名 1.銅酸化物超伝導体単結晶を用いる超高速集積デバイス
2. テラヘルツ帯超伝導高速・高分解能計測システム
3.超伝導量子干渉デバイスの磁気センサー
研究者名 菅井徳行 身分助手 所属電気通信研究所
キーワード ピスマス系高温超伝導体、相平衡、単結晶の育成、浮遊帯域溶融法
研究者名 水柿義直 身分助手 所属 電気通信研究所プレインコンヒ。ユー ティけや研究部門
超伝導コンピューテイングデバイス研究分野
キーワード 超伝導ジョセフソン集積回路、人工神経団路網、単一磁束量子デバイス、論理回路
研究テーマ 超伝導ジョセフソン素子のアナログ応用およびデジタル応用
相談及び共同研究可能なテーマ分野 超伝導ジョセフソン素子の設計、作製、および測定
現在の研究プロジェクト名 1. RF磁界励振型SQUID素子の応用に関する研究
研究者名 舛岡富士雄
2.超伝導ディジタル集積回路に関する研究
3.高温超伝導体固有ジョセフソン接合の物性に関する研究
4.単電子素子および単超伝導電子対素子の研究
身分教授 所属 電気通信研究所
キーワード シリコン集積回路、シリコン高性能デバイス、フラ yシュメモリ、システム論理回路、コンピュータ・
システム
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研究者名 遠藤哲郎 身分助教授 所属電気通信研究所
キーワード シリコン集積回路、シリコン高性能デバイス、フラッシュメモリ、システム論理回路、コンピュータ・
システム
研究者名 機庭弘 身分助手 所属電気通信研究所
キーワード シリコン集積回路、シリコン高’性能デバイス、フラッシュメモリ、システム論理回路、コンピュータ・
システム
研究者名 荒井賢一 身分教授 所属 電気通信研究所物性機能デバイス研
究部門スピンエレクトロニクス研究分野
キーワード マイクロ磁気デバイス、磁気応用、磁性材料
研究テーマ 磁性材料、磁気デバイス
相談及び共同研究可能なテーマ分野 磁性材料、磁気応用、マイクロデバイス、センサ、アクチュエータ
現在の研究プロジェクト名 1.医薬品機構プロジェクト「生体内で自律動作可能な医用マイクロ・ロボット開発の
研究者名 山口正洋
ための総合的基礎研究J：研究総括代表者
2.宮城県地域結集型共同研究事業「生体機能再建・生活支援技術j：プロジ、エクトリー ダー
3.地域コンソーシアム研究開発事業「超高密度情報ストレージコンポーネント」
4.科学技術振興事業団独創的研究成果育成事業「ワイヤレスインテリジ、エントシステムJ
身分助教授 所属電気通信研究所
スピンエレクトロニクス研究分野
キーワード マイクロ磁気デバイス、高周波磁気計測、 EM C計測、磁気センサ、磁性薄膜応用
研究テーマ マイクロ磁気デバイス・システムの研究
相談及び共同研究可能なテーマ分野 磁気応用全般、磁性薄膜デバイス、高周波電磁計測、 EMC近傍磁界計測
現在の研究プロジェクト名 1 .磁性薄膜追加Siー 刷ICスパイラルインダクタ
研究者名 石山和志
2.超高速・高分解能マイクロ EMC磁界プローブに関する研究開発
3.超高周波磁性薄膜透磁率の絶対値計測法
4.室温・超高感度薄膜磁界センサ・システム
身分助手 所属 電気通信研究所物性機能デバイス研究部門
スピンエレクトロニクス研究分野
キーワード 磁性材料、磁気測定
研究テーマ 磁性材料、磁気センサ、磁気アクチュエータ
相談及び共同研究可能なテーマ分野 磁性材料、磁気応用、センサ、アクチュエー夕、磁気測定
現在の研究プロジェクト名 1.医薬品機構基礎研究推進事業「生体内で自律動作可能な医用マイクロ・ロボット開
発のための総合的基礎研究j
研究者名 薮上信
2.宮城県地域結集型共同研究事業「生体機能再建・生活支援技術」第8班「超高感度
磁気センサJ
3.中小企業総合事業団中小企業創造基盤技術研究事業「磁気トルクにより屈曲する能
動多機能内視鏡の研究開発J：研究代表者
4.科学技術振興事業団独創的研究成果育成事業「ワイヤレスインテリジ、エントシステム」
身分助手 所属電気通信研究所
キーワード 磁性薄膜の高周波透磁率計測、近傍電磁ノイズの高周波計測、有限要素法による磁界解析
- 59 -
／未来科学技術共同研究センター／兼務教官一覧
研究者名 i朝田資勝 身分教授 所属電気通信研究所
キーワード 表面物性、 ST M半導体表面界面、液晶配向
研究テ←マ STh!発光分光による表面微細構造の研究、ラマン散乱と電子エネルギー損失分光法による表面素励起の研究
相談及び共同研究可能なテーマ分野 表面物性、光物性、液晶配向
現在の研究プロジェクト名 1.釘M発光分光法と近接場光学顕微鏡による表面微細構造の電子物性の解明（戦略的基礎
研究テーマ）
2.赤外分光法による液晶分子の配向機構の研究（科研費）
研究者名 庭野道夫 身分教授 所属電気通信研究所
キーワード 半導体表面処理技術、表面分析技術、薄膜創成技術、薄膜構造分析技術
研究者名 横尾邦義 身分教授 所属電気通信研究所
キーワード 超高周波デバイス、電子放射、電子ビームデバイス、半導体デバイス、量子デバイス
研究テーマ 真空マイクロエレクトロニクス分野のデバイス開発
相談及び共同研究可能なテーマ分野 真空電子ピームテ2パイス
現在の研究プロジェクト名 1.電子放射の物理と応用
研究者名 三村秀典 身分助教授 所属電気通信研究所
キーワード 微小電子源とその応用デバイス、フィールドエミッションディスプレイ、半導体微細加工デバイス、
半導体薄膜超高周波デバイス
研究テーマ 真空マイクロエレクトロニクス
相談及び共同研究可能なテーマ分野 電子源。電子源用薄膜の製作と物性
研究者名 鴨脇秀隆 身分助手 所属 電気通信研究所
キーワード 真空マイクロエレクトロニクス、高機能半導体微小冷陰極の開発とその応用、電子ピームデバイス
研究テーマ ミリ波・サブミリ波帯電磁波の発生、及び、真空マイクロエレクトロニクスに関する研究
相談及び共同研究可能なテーマ分野 電子ピームデバイス、真空マイクロエレクトロニクス
研究者名 水野崎司 身分教授 所属電気通信研究所
キーワード 高周波技術、ミリ波技術、化合物半導体プロセス技術
研究テーマ ミリ波・サブミリ波帯のデバイス、計襖ljシステムの開発・研究
相談及び共同研究可能なテーマ分野 マイクロ波、ミリ波帯の技術一般
現在の研究プロジェクト名 1.ミリ波帯イメージング装置の開発（セキュリテイへの応用）
2. ミリ波帯マイクロマシーン技術
3. ミリ波帯の近接場顕微鏡の開発（誘電体、半導体表面の均一性の測定）
研究者名 ペイジョンソク 身分助教授 所属電気通信研究所
キーワード 超高周波回路技術、電子ビーム装置、近接場応用
研究テーマ ミリ波・サブミリ波帯準光学的回路装置の研究開発、光電子ビーム相互作用の基礎研究
相談及び共同研究可能なテーマ分野 ミリ波・サプミリ波帯回路開発、サプミリ波発生及び検出、電子ピーム装置開発
研究者名 i賓野哲子 身分助手 所属電気通信研究所
キーワード ミリ波・サブミリ波発振素子、ミリ波帯電力合成素子、ミリ波帯マイクロマシニング、フォトニック結晶
研究者名 荒木実 身分助手 所属 電気通信研究所
キーワード 半導体デバイス、極微細加工、ミリ波・サプミリ波検出器、加工損傷と雑音、ミリ波イメージング
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研究者名 JI 1二彰二郎 身分教授 所属寵気通信研究所
所属学会 電子情報通信学会、日本光学会、 IEEE（ブエロ－）， OSA 
キーワード ブオトニック結晶、先集積＠］路、光ファイパ、マイクロオプテイクス、小形光部品
研究テーマ ブォトニック結晶の作製設びデバイス店、用技術の研究
裕談及び共同研究可能なテーマ分野 φフォトニツク結晶の作製・評価・解析、及びデバイス応用技術
＠光通信・党記録用デバイス 信光集積閉路技術
現在の研究プロジェクト名上ブ才トニック結晶の作製技術と数値解析技術に関する研究
研究者名
2. フォトニック結晶のデバイス疑問に関する研究
土手i村 和夫 身分教授 所属寵気通信研究所
高信頼性SSザ CDMA無線通信システム、 GHz帯弾性表面信号処理デパイス忍び材料、超抵消費電力GHz
帯Siアナログ貯チップ、サブ0.1 /J.m超微細プロセス技術、 00 .1 μ mプロ｛.：ス技術・デバイス
益一哉 身分助教授 所属電気通信研究所
キーワード GHz帯弾性衰弱波留号処理デバイス及び材料、超低消費電力GHz帯SiアナログRFチップ、サブ0.1μ m超
微細プロセス、 00 .1 /1. mプロセス技術・デバイス
研究者名 横山道央 身分助手 所嘱寵気通信研究所
キーワード 超低消費電力GHz帯サブ0.1μ扱SiアナログRFチップ、サプ0.1/1. m趨微細プロセス技術
半導体プロセス、極微細加工、プラズマプロセス、 Siデバイス製作技術
研究お名 大野英男 身分教授 所属電気通信研究所
超高奮度・高速知能システム実験施設
キーワード 化合物半導体の結晶成長，プロセスーテ’パイス、化合物半導体量子構造の物性と応用、半導体のスピ
ン物牲と応用
研究テーマ 半導体量子構造における物性とその応用
相談及び共河研究可能なテーマ分野 半導体童子構造における電気・ Jt.スピン物性、化合物半導体エピタキシャル成長
現在の研究プロジェクト名 1.InAs/GaSb 量子カスケード長波長発光素子
2. lll-V族をベースとした強磁性半導体の開発
3.半導体量子構造におけるスピン物性
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研究遣を名 中島康治 身分教授 所胤電気通信研究所
電子情報通信学会、 店、用物理学会、日本持続闘路学会
キ…ワード ニューラルネットワ…夕、シリコン集積閉路、超法導集績額路、連想、記’隠システム、システムオンチッ
ブ基盤技術
研究分野 ニューラルネットワーク、シリコン集積密路、超伝導集積E路
研究テーマ 知的集積回路
相談及び共同議究可能なうF…マ分野 ニュ…ラルネットワーク、シリコン集積回路、起訴導集積回路
現在の研究プロジェクト名 l. カオス支援知的イ情報処理集積回路
研究者名 佐藤次雄
2.新アナログ記憶デバイスを用いた集積化遺懇記憶システム
3.高機能化ニューロンによる集積化神経闇路
4.超怯導｛立栂モードデータプロセッ-l]-の集積化
身分教授 所属反花、化学研究所
キーワード 水熱合成、インターカレーション、機能性無機材料、光触媒、生体親和性セラミックス
研究テーマ ソルボサ…マル長Eともによる機能性無機材料の合成と特性評側
相談及び共詞研究可能なテーマ分野 党触媒、紫外線遮蔽剤、水熱合成
現在の研究プロジェクト名 1. I議関誌接半導体微粒子の合成と光触媒特性
研究者名 宮下後、治
2. ソフト溶液長底、によるセリア系超微粒子の合成と紫外線渡蔽特性
3.強誘電セラミァクスの高強農高靭性化
4. i護式太陽電池の開発
身分教援 所属反応化学研究所
キーワード 機能a控高分子超薄膜、潤滑膜用フッ素系高分子LB膜、新規レジスト高分子材料、充電変換機能潟分
子、高分子LB撲による分子センサー
研究テーマ 機能性高分子材料に撰する研究
相談及ぴ共間続究可能なテーマ分野 機能強高分子
現在の研究プロジェクト名 1.高分子ラングミュアーブロジぶツト撲の作成
2. フヅ素系高分子超薄膜
3.高分子LB膜を用いた新規レジストの開発
4隆高分子系光機能デバイスの作成
研究者名 架原和枝 身分教授 所属反志化学研究所
キーワード 溶液中の表面の特性評価（表面電荷 吸義構造接着）、粒子の分散・凝集、分子摩機、康子跨力顕微
鏡（表面ミクロ形状）
研究テーマ 表面力測定をや心とした題一液弊閣の特性評部ならびに分子組織体の研究
相談及び共同研究可能なテ…マ分野 表面力測定、原子関力顕微鏡、罰…液界面、吸着、数分子膜、コロイド
粒子、界部活性剤
瑛悲の研究プロジェクト名 1.微粒子聞の相互作用の解明
2.殿…j夜界面でのクラスター形成の研究
3.液晶簿撲のナノレオロジー・トリポロジー計rn1Jr.去の開発と評価
4.たんぱく菜、潟分子篭解質の栂笈作用の研究
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研究者名 中街八郎
キーワード ホトニクスfl有機硲
研究テーマ 物性化学・
機談及び共同研究可書きなう子
教ー護
有機・高分子微給品の作製
した物性機能有軽量材料丹Jj製
反応先学研究所
有機微結晶、高性議非線形光学材科、イオ
チレン
ボワジアセ
ジ2也クト名 I. NEDO 地域とゴンソ…シアム fフォトニクス々ンシングに欝ナふと3ンゾーシアム
2.文部省 特定綴域研究「日j「単一微粒子党科学j
3. 臼本学務振興会来栄開拓プロジニιクト
マ分野 手話機（潟分子〉党材料彦会よび光学物性評語
1.新規高分子党導淡路の作製
2.有機結晶の方設鱗御結晶言葉子化iこ関サ
3建有機材料グHt機能斜線iに関する研究
議. ；有機材料を用いた
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イッチ材料
東北大学来来科苧措術共同研究センタ「
規 ιー.，λと 集
東北大学未来科学技術共同研究センター規程
（趣皆〉
平成10年4月9fl 
競第 46 号
第1条 この規程は、国立学技設罷法議行規期｛額和39年文部省令第1号）第31条の規定に基づき、
東北大学未来科学技街共同研究センタ…（以下「センター」という。）の組織及び、運営について定
めるものとする。
〈呂的）
第2条 センターは、東北大学（以下 f本学Jという。）の共同教育研究擁設として、社会の要請に
r.t；える新しい技術・製品の実用化主主びに新しい薬業の創出を社会へ提案することを目指し、産業界
との共尚研究の推進を鴎り、先端的かつ独創的な開発研究を行うことを昌的とする。
（研究組織）
第3条 センターに、研究組織として次の部を罷く。
開発：企画部
開発研究部
（職
第4粂センタ…に、センタ…長を罷く。
2 センタ…長i土、センタ…の業務令掌理する。
第5条 センターに、教穀、助教綬、助チその能の職員を置く。
（酪センタ…長〉
第6条 センターに、副センタ一長2人を隊く。
2 副センター長は、センタ－:f誌の職務を補殺する。
3 説センター長i土、センターの専任又は兼務の教授をむって充てる。
4 副センタ－1¥tの在期はセンタ…長の経期の範閥内とし、再慌を妨げない。
（運営委員会）
第7条 センターに、その組織、人事、予算その他運営に関する援要事項を審議するため、東北大学
未来科学技術共間研究センター運常委員会（以下「理常委員会Jという。）を置く。
第8粂運営委員会は、委員長及び次の各号に掲げる委員をもって組織する。
(1) 経詩学研究科、理学研究科、医学系研究科、禽学研究科、薬学研究科、工学研究科、農学研究
科、国際文化研究科及び情報科学研究科の各研究科長
(2) 各熊畿研究所長
(3）東北アジア掛究センタ
出一
(4) 議総生態研究センター長
(5) センタ…の専任の教授
2 運営委員会i土、必要があると認めるとき辻、講成員以外の者を出結さ令て説明又は意見を聴くこ
とができる。
第9議委員長は、センター長をむって充てる。
2 委髄長は、会務を総理する。
3 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員が、その職務を代行する。
第10条 連主主委員会は、委民長及び委員の過半数が出席しなければ、会識を開き、議決することがで
きない。ただし、特に重要な尊耳鳴について審議する場合には、委員長及び委員の3分の2以上が出
結しなければならない。
2 j議常磐員会の議事は、出席した委員吟3分の2以上の同意をもって決する。
（専門委員会〉
第1条 運営委員会に、専門の事項を調設犠議させるため必、要があるときは、専門委員会を鰻くこと
ができる0
2 専門委員会は、専門委員若干人をむって緩織する。
3 専門委員会に委員長を震き、専門委員の互選によって定める0
4 専門委員会の委員長は、専門委員会の会務を掌理する。
5 専門委員会は、必繋があると認めるとされま、構成員以外の者を出結させて説明又は意見を聴くこ
とができる。
｛プロジェクト選定委員会）
欝12条運営委員会に、研究プロジェクトの選定を行うため、東北大学未来科学技術共同研究センター
ジェクト選定委員会（以ド「ブ口ジェクト選定委員会jという。〉を置く。
（外務評鱈委員会〉
第13条 センターに、センタ…の研究成果及び開発の全両jの評価を行うため、東北大学未来科学技鱗
共同研究センタ…外部設繍委員会（以下 f外務評髄委員会JというJを麗く。
（協議会）
第14~長 センターに、センターの運営について、本学の教官設び本学の教官以外の学識経験者の意見
を求めるため、東北大学未来科学技術共同萌究センター協議会（以下「協議会jというJを能く。
〈委嘱）
鱒15条第1条第2項に掲げる専門委員は、総長が委蝋する。
(f；期）
第16条 第1条第2棋に掲げる専門委員のf鰐は、 2年とする。ただし、檎欠の委員の住期辻、前在
者の残任期間とする。
2 前壌の委員は、再保されることができる。
（事務）
第17条センタ…の事務は、当分の問、 。工学研究科事務部において処理する。
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（雑則）
第18条 この規程に定めるもののほか、センターの組織及び運営に関レ民、要な事項は、運営委員会の
議を経て、センター長が定める。
附則
1 この規程は、平成10年4月9日から施行する。
2 この規程の施行後最初に委嘱される専門委員の任期は、第15条本文の規定にかかわらず、平成12
年3月31日までとする。
3 東北大学未来科学技術共同研究センター（仮称）設置準備委員会規程（平成9年規第76号）は、
廃止する。
附則（平成10年6月9日規第117号改正）
1 この規程は、平成10年6月9日から施行する。
2 この規程の施行後最初に委嘱される東北アジア研究センターに係る次の各号に掲げる委員の任期
は、東北大学留学生センタ一規程第1条第l項本文の規定及び東北大学学際科学研究センタ一規程
第14条第l項本文の規定にかかわらず、当該各号に定めるとおりとする。
(1) 留学生センター運営委員会委員 平成12年3月31日まで
(2）学際科学研究センター運営委員会委員 平成1年3月31日まで
附則（平成12年3月31日規第55号改正）
この規程は、平成12年4月1日から施行する。
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東北大学未来科学技術共同研究センター
プロジェクト選定委員会規則
昔話j定平成10年4月9日
（趣旨）
第1条 この境期は、東北大学未来科学技術共同研究七ンタ…規程第12条の規常に基づき、東北大学
未来科学技術共同研究センターブロジェグト選定委員会（以下「プロジェグト選定委員会jというJ
の組織及び議蓄に関する事項を定めるものとする。
（鑑識）
第2条 ヅ口ジェクト選定委員会は、東北大学の教官及び東北大学以外の学識経験者による委員若干“
人宅どもって組織する。
（委員長）
第3条 ブロジェクト選定委員会に委員長を霞き、委員の互選によって定める。
2 委員長は、会務省ど総理する。
（委蟻〉
第4条 第2条に掲げる委員は、センター長が安定嘱する。
（補 Jl!J)
第5条 この規制に定めるもののほか、ブ口ジェグト選定番負会の運営に関し必要な事項は、運営委
員会の議を経て、センター長が定めるα
爵則
この規附辻、平成10年4月9自から施行する。
開則（平成12年4丹1Fl改正）
この規則は、平成12年4月1日から施行する。
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東北大学未来科学技術共同研究センタ…
外部評価委員会規則
制定平成10年4月9日
（趣言〉
第1~長 この規則は、東北大学未来科学技術共間研究ゼンター競程第13条の規定に基づき、東北大学
未来科学技術共同研究センター外部評価委員会（以下「外部評揺委員会Jという。）の組織及び運
営ι関する事項を定めるむのとする。
（組織〉
第2条 外部評織委員会は、東北大学の教官以外の学識経験者による委員若干人をもって組織する。
（委員長〉
親3条外部評樹委員会に委員長を薩き、委員の互選によって定める。
2 委員長は、会務を総即する。
嘱）
第4条第2条に掲げる番良は、センター；設が委嘱する。
｛議則）
第5条 この規則に認めるあののほか、外部詳細委員会の運営に関し必要な事項は、運営委員会の議
を経て、センタ…長が定める。
障劃
この規則は、平成10年4丹9日から撞行する。
開票当（平成立年4月l詩改正）
この規則は、平成12年4丹113から擁行する。
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東北大学未来科学技術共同研究センター協議会規則
制定平成10年4月9日
（趣旨）
第1条 この規則は、東北大学未来科学技術共同研究センタ一規程第14条の規定に基づき、東北大学
未来科学技術共同研究センター協議会（以下「協議会」という。）の組織及び運営に関する事項を
定めるものとする。
（組織）
第2条 協議会は、東北大学の教官及び東北大学の教官以外の学識経験者による委員若干人をもって
組織する。
（委員長）
第3条協議会に委員長を置き、委員の互選によって定める。
2 委員長は、会務を総理する。
（委嘱）
第4条 第2条に掲げる委員は、センター長が委嘱する。
（任期）
第5条 前条に掲げる委員の任期は、 2年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間
とする。
2 前項の委員は、再任されることができる。
（補則）
第6条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必、要な事項は、運営委員会の議を経て、
センター長が定める。
附則
1 この規則は、平成10年4月9日から施行する。
2 この規則の施行後最初に委嘱される委員の任期は、第5条本文の規定にかかわらず、平成12年3
月31日までとする。
附則（平成12年4月1日改正）
この規則は、平成12年4月1日から施行する。
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